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第六章 考察  
ベトナムの歴史地区の保存整備の課題と日本の協力の成果について    
 
















































































































































































































































































































に 14 件見られる。1931 年の「歴史的記念建造物修復のためのアテネ憲章（Athens Charter 
for the Restoration of Historic Monuments、以下アテネ憲章）」第 3項で「各国は歴史
的遺跡の保存に関する問題を国内法によって解決しなくてはならない」注12）としている。
また、1962 年発布の「風光の美と特性の保護に関する勧告(Recommendation Concerning the 
Safeguarding of Beauty and Character of Landscapes and Sites)」では、保護するため
の法的強制力、法律について触れている。1972 年発布のユネスコ「世界の文化遺産及び自
然遺産の保護に関する条約（Convention concerning the Protection of the World Cultural 
and Natural Heritage）」は、各国の法律に基づき文化遺産及び自然遺産の保護、保存、整
備活用をあらゆる手段を用いて確保するべき、と述べている。1975 年にイコモスから提出
された「小規模な歴史的都市の保存に関する国際シンポジウム決議(Resolution on the 
Conservation of Smaller Historic Towns、以下和文のみ)」は、「小規模な歴史的都市の
保存を奨励し（中略）、将来的にはより強力で、より包括的な法律や条例が制定されるべき
である。」とし、法律による保護の必要性を示している。1976 年にユネスコ総会が採択した
「歴史地区の保全及び現代的役割に関する勧告(Recommendation Concerning the 

























年 名称 種類 組織 内容 備考
1931
歴史的記念建造物の修復のためのアテネ憲章






Recommendation concerning the Safeguarding of






the Preservation of Cultural Property Endangered













Convention concerning the Protection of the World














































（Recommendation Concerning the Safeguarding and






















（Recommendation on the Safeguarding of























the Safeguarding of the Intangible Cultural
Heritage）
条約 1 ・立法上の適当な措置をとること。
表 1-2  国際条約や憲章に見られる「文化遺産保存のための法律と条例の制定」に関する内容




ように 21 件みられる。1904 年に出された「記念建造物の保存と修復（The Preservation and 










Australia ICOMOS for conservation of places of cultural significance(The Burra 
charter)）」第 26 条は、組織について、第 27 条は専門家の必要性について示している。1992
年発布の「アメリカ合衆国歴史的都市街区保存憲章(A Preservation Charters for the 























年 名称 種別 組織 内容 備考
1904
記念建造物の保存と修復（The Preservation and




























止の手段に関する勧告（Convention on the Means of
Prohibiting and Preventing the Illicit Import, Export and


















Convention concerning the Protection of the World


































（Recommendation Concerning the Safeguarding and







モス憲章（バラ憲章）（The Australia ICOMOS for


































































の西安宣言（Xi'an Declaration on the Conservation of the






































表 1-3  国際条約や憲章に見られる「文化遺産保存のための管理組織設立と専門職員配置」に 
関する内容 




次に、「文化遺産の調査と研究及び報告」に該当するものは表 1-4 に示すように 23 件あ
った。国際的組織の条約において、1931 年発布の「歴史的記念建造物修復のためのアテネ






年にイコモスから出された「歴史的都市街区保存憲章(Charter for the Conservation of 
Historic Towns and Urban Areas(Washington charter))」は、「歴史的な町や都市街区の
保存事業の計画に先だって総合的な調査を実施すること」と記している。1999 年にイコモ
スから発布された「歴史的木造建造物保存の原則(Principles for the Preservation of 


























年 名称 種類 組織 内容 備考
1904

















手段に関する勧告（Convention on the Means of Prohibiting
and Preventing the Illicit Import, Export and Transfer of




憲章）（International Charter for the Conservation and







関する勧告（Recommendation Concerning the Preservation of




































（Recommendation Concerning the Safeguarding and







憲章（バラ憲章）（The Australia ICOMOS for Conservation of



















歴史的都市街区保存憲章（Charter for the Conservation of






















練の指針（Guidelines for Education and Training in the

































（ICOMOS Charter-Principles for the Analysis, Conservation












































表 1-4  国際条約や憲章に見られる「文化遺産の調査と研究及び報告」に関する内容 
















Convention concerning the Protection of the World





























（Recommendation Concerning the Safeguarding and
































訓練の指針（Guidelines for Education and Training in the










（ICOMOS Charter for the Interpretation and Preservation
of Cultural Heritage Sites）
憲章 2 遺産の解説のためには、その遺産への理解と敬意が必要である。そのために技術、訓練の必要性
がある。




































表 1-5  国際条約や憲章に見られる「文化遺産保存のための技術と材料」に関する内容 




年 名称 種類 組織 内容 備考
1964
文化財の不法な輸出、輸入及び所有権譲渡の禁止及び防止の手段に関
する勧告（Convention on the Means of Prohibiting and Preventing the












































※ローマ宣言（Declaration of Rome） 宣言 2 ・専門家養成の重要性について。全ての修理の仕事において雇用されなくてはならない専門
家養成の重要性について。
1985
ヨーロッパ建築遺産のための保護協定（Convention for the Protection of






歴史的都市街区保存憲章（Charter for the Conservation of Historic











（Guidelines for Education and Training in the Conservation of
Monuments, Ensembles and Sites）
指針 2 保存に関わる技能者養成と技術を記録する必要性
1999









無形文化遺産の保護に関する条約（Convention for the Safeguarding of














































表 1-6  国際条約や憲章に見られる「枠組み全てに係わる人材育成」に関する内容 






























































主な研究対象事例は、1992 年から日本の協力が開始され 1999 年に世界遺産となったベト
ナムの歴史地区古都ホイアンである。古都ホイアンは首都ハノイから 660 ㎞南にあるベト
ナム中部の地方都市に位置する歴史地区である。世界遺産として保存整備が行われている
歴史地区は 18～20 世紀に形成され、1975 年に終結したベトナム戦争後に、ベトナムの国家
政策として文化遺産保存が進められた地区である。また、ベトナムで初めて行われた歴史
地区保存整備事業事例でもある。保存整備事業は、1980 年代初頭から 30 年近くに亘り実施
されており、日本は 1990 年代初頭から参加した。この保存整備事業は、日本が行っている














































































































































 藤森照信、村松伸（1992 年）は“Space Desgin”においてベトナム建築博覧会と題した
特集ページを組んだ 5)。 
 大山亜紀子（2004 年）6)は、北部ベトナムの寺院を取り上げ、柱間と小屋組み、伽藍配
置の変遷を追った。Tran Thi Que Ha（2005 年）7)は「ベトナム・越族の伝統的木造民家に
関する建築史的研究」の中で、越族注14)の伝統的木造民家を遺構から体系づけることを試み
ている。これは、1997 年から 2002 年までにベトナムの 10 省を対象に実施された伝統的木




調査対象地は北部 5省(バク・ニン省（Tỉnh Bắc Ninh）、ハ・タイ省（Tỉnh Hà Tây）、ナム・
ディン省（Tỉnh Nam Định）、タイン・ホア省（Tỉnh Thanh Hoá）、ゲ・アン省（Tỉnh Nghệ An)、
中部 3省（トゥア・ティエン・フエ省（Tỉnh Thừa Thiên Huế）、クァン・ナム省（Tỉnh Quảng 
Nam）、クァン・ガイ省（Tỉnh Quang Ngãi）、南部 2省（ドン・ナイ省（Tỉnh Đồng Nai）、テ
ィエン・ザン省（Tỉnh Tiền Giang））である。大山と Tran の研究はベトナム建築史の体系化
に資する研究として位置付けられる。 




















建築史の分野で大田省一（2000 年）は、1887 年に成立した仏領インドシナ連邦(Union 





ベトナムの伝統の保存活動にも触れ、1886 年 7 月 3 日に政府令で設立されたトンキンアカ
デミー(Academie Tonkinoise)がその任に当たったことや、歴史的記念物の保存についても
述べられている。その後 1898 年 12 月 15 日付の総督令によりインドシナ考古学調査団が設
立された。後にトンキンアカデミーを拡大するために拠点をサイゴンからハノイに移し、































































































































風致地区や平成 16 年に制定された景観法の中に書かれた人工物を主体とした景観地区が挙げられる。 











13) 独立行政法人国際協力機構の英語名称である Japan International Cooperate Agency の略称。 
14) ベトナム国内に 54 の民族がいるとされており、越族はそのうち 9割以上を占める。キン族とも呼ばれ 
ている。 
15) トンキン（北部ベトナム）、アンナン（中部ベトナム）、コーチシナ（南部ベトナム）にラオス、カン 















然科学研究科博士前期課程（修士）デザイン科学専攻（建築系）平成 14 年度論文梗概集など 
3. 昭和女子大学国際文化研究所:「昭和女子大学国際文化研究所紀要 vol.11  ハタイ省ドゥオンラム村集
落調査報告書」, 昭和女子大学,pp.212-214,2006 
4. 昭和女子大学国際文化研究所:「 昭和女子大学国際文化研究所紀要 vol.1 ベトナム・ホイアン特集」,128 
頁 ,1994 , 「昭和女子大学国際文化研究所紀要vol.3 ベトナム・ホイアンの町並みと建築」,244頁,1996, 
25 
 
「昭和女子大学国際文化研究所紀要 vol.5 ベトナム伝統住居の保存と再生」,120 頁,2001,「昭和女子大
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6 .大山亜紀子:「北部ベトナム仏教寺院の伽藍の変遷過程に関する研究 : 14 世紀から 20 世紀における木
造建築の技術史的考察を中心にして」,日本大学博士論文,2004 
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26.牛谷直子他 3名:「重要伝統的建造物群保存地区における修景実態に関する研究」,日本建築学会計画系




























首都ハノイから約 660 ㎞の距離にある地方都市である。ホイアン市の人口は 83000 人（2006
年）、年間観光客数は約 103 万人（2007 年）注2）、世界遺産リストに記載された資産の範囲注
3）は 30ha、緩衝地帯注 4）は 280ha である。図 2-1 で示す通り本論で研究対象とする資産の範
囲（以下、保存地区Ⅰ）は、東西に 4 本、南北に 8 本の街路に面して 1166 棟注5）の家屋や
寺院などが建ち並ぶ。そのうち国所有の建造物は 194 軒、自治会等の共同所有の建造物は
12 軒、個人所有の建造物は 901 軒、所有者が不明のものが 59 軒である。個人所有の建造物
28 
 
























































内海佐和子 2）によれば保存地区Ⅰの中心を南北に貫くレ・ロイ通り（Đường Lê Lọi）は
フランス統治下に作られた。保存地区Ⅰの東側に位置するファン・ボイ・チャウ通り（Đường 
Phan Bội Châu）には官庁街が置かれ、古都ホイアンのフレンチコロニアル様式注 7）の住宅が
連なる地区となった。保存地区Ⅰの中心部にあり、観光の中心であるチャン・フー通り
































対象とした建造物の修理方法を決める時期に合わせ 1 人あたり 1 週間から 3 週間程度派遣
した。また、日本側はホイアン史跡管理事務所（以下、史跡管理事務所）の職員等を必要
に応じて日本に招聘した。 
 JICA は 1997 年から 2003 年まで建築、考古学等文化遺産の保存に関係する専門家を派遣
した後、建築を専門とする青年海外協力隊員やシニアボランティアを派遣した。外務省は

















































































































































































































































































































































法令注9) (The ordinance on the protection and use of historical and cultural relics and 
places of interests)」が施行された。この法令は「歴史的文化遺物」及び「名所旧跡」の保
護と共に歴史地区の保存にも触れている。その後 1985 年 3 月に文化大臣（当時）から「ホ
イアン旧市街保存管理規定」が発布され、ホイアン旧市街が国家文化財となった。同年に
は調査結果が「第 1 回ホイアン旧市街保護国内シンポジウム」（於ベトナム）で発表され、
翌 1986 年には来遠橋（日本橋）の緊急修理が行われた。同じく 1986 年に、ホイアン史跡
管理事務所が設立された。同年、日本の組織である日越貿易協会等が現地調査を行った。 
1987 年には「古都ホイアンの都市遺跡の保護と活用の条例注10）（Regulation on Protection 















ベトナム日本友好協会から日本政府やベトナム研究組織等に 1990 年の「第 1回国際シン
ポジウム『海のシルクロードとベトナム』」開催への協力要請があり、外務省や日本ベトナ
ム友好協会、民間企業が協力した。シンポジウムでは、1985 年に定められた保存区域であ










日本の文化庁は修理技術指導を行う専門家派遣を断続的に行った注11)。1993 年 9 月にベト
ナム側は日本人専門家の技術助言を受けながら、「チャン・フー80 番（80Trần Phú）（現貿易
陶磁博物館）」の解体修理を行った。チャン・フー80 番は解体修理工事を経て 1995 年 9 月
11 日に博物館として開館した。この博物館開館は、ホイアン旧市街居住者にとって歴史的
建造物等の修理と活用方法を具体的に知る機会になったと考えられる注12）。 
修理作業は表 2-1 に示すように、このチャン・フー80 番を皮切りに定期的に行われてい


































2.4.3.第三期 1997～1999 年 保存整備事業変容期 
  
第三期は 1997～1999 年で事業内容が第二期までと比較して変容した時期である。 
この時期の大きな出来事は 1997 年にホイアン市が制定した「ホイアンの遺産と景観の管
理、保存と開発に関する規定注 15) (Regulation on Management, Conservation and 











築大学はホイアン旧市街で「グエン・ティ・ミンカイ 7番（7Nguyễn Thị Minh Khai）」「グ
36 
 
エン・タイ・ホック 115 番（115 Nguyễn Thái Học）」「張氏祠堂」の歴史的建造物調査を実
施した。1997 年にホイアン旧市街の居住者から建造物修理の建築確認申請が 100 件近く出
された。この申請数増加の理由は、観光客数増加に伴う収入増が要因である。 















2.4.4. 第四期 2000～2003 年 世界遺産後の保存管理期 
 





表 2-1 の他にベトナムとの共同で設計を行った「グエン・ティ・ミン・カイ 6番（6 Ngyễn 






派遣が開始された JICA 専門家としての派遣を 2003 年まで断続的に行った。 





















2.4.5. 第五期 2004 年以降 保存整備事業の変容期 2 
 
2004 年以降の日本人専門家の派遣が終了した後を第五期とし、保存整備事業を記す。 







ホイアン事業で蓄積された建造物の修理に関係する経験や情報は、2008 年 3 月にユネス



























































































































表 2-2 ホイアン事業における歴史地区保存整備の枠組みの要素と各事業の対応 







1)  歴史地区古都ホイアンの保存整備事業を省略して「保存整備事業」と書く。 
2)  UNESCO“IMPACT”より引用したが、あくまでも入場券等を元に数えているため、実際の数値とは異な 
る場合がある。 
3)  保存の中心となる地区 
4)  保存の中心となる地区の周辺にある緩衝地帯 
5)  ユネスコが 2008 年に出版した保存の手引に書かれている 1146 軒に、ホイアン史跡管理事務所が所有 
する修理済み建造物一覧表に掲載されている家屋のうち、変更点を加え、数えた。 
6） “IMPACT”の地図に建物などの書き込みを加えた。 
7)  本論でのみ用いるため「古都ホイアンのフレンチコロニアル様式」とする。 
8)  日本ベトナム研究者会議編「海のシルクロードとベトナム-ホイアン国際シンポジウム-(アジア文化叢 
書 (10))」,pp.390-489,1993 より抜粋 
9)  国立文化財研究所ホームページ掲載の翻訳より引用 
10)  筆者訳 
11) 文化庁文化財部「旧国際商業港ホイアンにおける保存協力事業の記録・ベトナム社会主義共和国にお 














14) 1995 年 4 月 10 日にベトナム副首相が書類に署名し、同年 6月 9 日に設立会議が開催。地方の団体が 
























3. 昭和女子大学国際文化研究所：「昭和女子大学国際文化研究所紀要 vol.3 ベトナム・ホイアンの町並 
みと建築」,pp.1－30,昭和女子大学,1996 
4. 昭和女子大学国際文化研究所:「昭和女子大学国際文化研究所紀要 vol.1 ベトナム・ホイアン特集」,  
128 頁,1994 ,「 昭和女子大学国際文化研究所紀要 vol.3, ベトナム・ホイアンの町並みと建築」,1996, 
「昭和女子大学国際文化研究所紀要 vol.5 ベトナム伝統住居の保存と再生」,120 頁, 1999, 「昭和女子 
大学国際文化研究所紀要 vol.7,ベトナム伝統住居の体系的研究」, 165 頁, 2005, 「昭和女子大学国際











































































ベトナムの文化遺産保存に関する法律を表 3-1 に示す。 
 








 （※2005 年の法律は施行日が不明。東京文化財研究所の資料及び昭和女子大学報告書より作成） 
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た。そして、日本は 1945 年 3 月 9日にフランス植民地政府の解体を行い新たな支配者とな


































そして、1975 年 4 月 30 日にベトナム戦争が終わり、南北に分断されていた国土が統一さ
れた。 





















ベトナム戦争終結後の 1984 年に ベトナム政府により「ホイアン旧市街保存管理規定」
が発布され、1985 年 3 月 19 日にこの規定に従う政府決議によりホイアン旧市街は国家文化
財とされた。 
1987 年にベトナムはユネスコの世界遺産条約を締結し、同年 7 月 6 日にホイアン旧市街
のあるホイアン市を所管するクァンナム・ダナン省人民委員会は、ホイアンの町並みの管
理に対しての規則“Decision on issuance of regulation on protection and use of Hoi 
An ancient urban center vestige（古都ホイアンの保存活用に関する条例決定注 5）（以下、
1987 年条例））”を定めた。この条例により、クァンナム・ダナン省の文化観光局とホイア
ン市人民委員会主席（市長）は、ホイアン旧市街の保存に関する条例の施行と調査の責任
を負うことになった。同時に建造物は歴史的な視点から等級 1、等級 2、等級 3、等級 4 の




存条例の項目 1987年条例の内容 1997年条例の内容 伝統的建造物群保存地区制度
1．保存管理者の








































































































management conservation and exploitation of Hoi An” （ホイアンの遺産と景観の管理、
保存と開発に関する条例注 7)、以下「1997 年条例」） が施行された。 
1993 年から開始された日本側の協力の影響を考察するために、1987 年条例と 1997 年条
例の内容および、日本の伝統的建造物群保存地区制度を比較した（表 3-2）。表 3-2 の項目



































































種類から 5 種類に増やされた。これは等級 1 を特級と等級 1 に分ける提言を日本人専門家

































は、高さ規制が厳しく通りに面した棟は 6m 以下である保存地区Ⅰと 13m まで許されている


















地区に集中して立地するため、1997 年条例を作る際に 1975 年（昭和 50 年）に日本で制定
された伝統的建造物群保存地区制度等の考え方が応用されたと考えられ、日本側の関係者
からも、制度の紹介を行った旨が述べられている注11)。 




















光に関する条例が 1995 年から 1997 年にかけて制定された。この景観や観光に関する条例
は、看板の色や大きさ、道路における物品販売に対する規制であり、保存地区の景観を乱
さないことを目的としている。これらの条例に関して、内海佐和子（1999 年）は次の様に
































































 1983 年のホイアン旧市街の保存整備事業開始後、間もなく 1986 年にホイアン史跡管理事









1986 年 2 月、ホイアン市では文化遺産を管理していくための管理組織としてホイアン史
跡管理事務所が新たに設立された。当初はホイアン市人民委員会直属の独立組織であり、























年時点で 71 名が勤務する注18)。所長一人、副所長二人の下、2009 年までは管理・財務部と










































































学のほか、建築系の大学関係者が参加した。1993 年から 1996 年の間に町並み調査と銘打っ
た調査は 6 回行われ、日本側の主導により計 264 軒が調査された。その図面は史跡管理事
務所に保管されている。1995 年に日本側は調査の主体をハノイ建築大学に移管することを
決め、昭和女子大学国際文化研究所とハノイ建築大学・建設省建築研究センター（当時）
が研究協定を締結した。その後 1995 年 6 月に建設省建築研究所、ハノイ建築大学が第一次
調査としてグェン・タイ・ホック通りとバク・ダン通りの建造物 40 軒を調査した。1996 年
7 月には第二次調査が、1997 年 7 月には第三次調査が行われ、1998 年、1999 年と調査は続
き、合計 171 軒の建造物の調査が行われた。 








地区Ⅱに分けた。保存地区Ⅰ内の保存対象物は、全てを特級、等級 1、等級 2、等級 3、等
























































ウ ・ チ ン 97 （ 住
居)(H.23.2.25 撮影) 












地区Ⅰに位置する 80 軒の寺院や同郷會館等と 674 軒の家屋が明記されている。ユネスコの
ホームページ上から閲覧することができる。二点目は 2008 年にユネスコから発行された「保
存の手引き」である。「保存の手引き」には、保存地区Ⅰ内の保存対象物件全てが等級と共












































































































































































































































































































































































































































図 3-3 古都ホイアンの家屋例（「IMPACT」注 26）p.16 より転載。中庭は一段低く、屋根の谷間
は傷みやすい。） 










保存地区内の建造物は学術的な調査を経て、5 つの等級に分けられ（図 3-2 参照）、等級
































































































































25％から 75％の間で補助される（表 3-6 参照）。主要な通りに面している建造物のうち、特













等級 政府の支援(%) 遺産の貢献(%) 政府の支援(%) 遺産の貢献(%)
特級 60 40 75 25
等級1，2 45 55 65 35
等級3，4 40 60 60 40
通り 路地
保存地区Ⅰ内では、計 1166 軒の保存対象のうち注30）特級 41 軒、等級 1 は 98 軒、等級 2
は 232 軒、等級 3 は 345 軒、等級 4 は 450 軒である。従って全体の約 4 割を占める等級 4
に対して公的な整備費用が出にくいといえる。特級、等級 1、等級 2の修理費用は人工費用
が 1日当たり 33 万 7264 ドン（約 1700 円（平成 23 年時点））、防虫費用が 30 万 5000 ドン/
㎡（約 1525 円（平成 23 年時点））、これに材料代が加わる。 
修理費用は、1996 年から保存地区Ⅰ内に立地する博物館や見学用家屋の入場券の売り上
げから出されている。入場券の売り上げを修理費用に充てる手法も日本人専門家の助言を
参考にしたものである。入場券は、保存地区Ⅰ内に立地する博物館 4 か所、家屋 4 か所、
同郷會館、その他の 4 種類に分けられた見学場所のうち、各種類から 1 か所ずつ見学でき
る。有効期間は、入場券にはさみを入れた日付を含めて三日間である。つまり、全ての見
学場所を訪れようとした場合、入場券を 4 枚購入しなくてはならない。一枚 9 万ドン（約
450 円、平成 23 年時点）である。入場券売り場は保存地区Ⅰ内に 4 か所あり、史跡管理事
務所の職員が販売にあたっている。 

















































図 3-5 古都ホイアン内の保存修理の流れ 
















































































































































































































図 3-9 日本人専門家が伝えた修理方法 （ホイアン史跡管理事務所内部資料より転載注 39）） 

















































































































































 部分解体工事(図 3-12) 

























































 更地にして作る場合（図 3-13） 





































































































をしている(H23.2.18 撮影)  























握するために日本側とベトナム側で 1993 年から 1999 年まで建造物合計 264 軒が調査され










家は、1993 年から 2003 年まで現地の施工会社社員に対する木造建造物の修理技術協力を行
った。現場で修理の手法などを話し合う中で施工会社社員は、木造建造物の文化遺産とし






















日本人専門家が行ったワークショップは、表 3-7 で示すように全三回行われた注44）。 
第一回目は 2001 年 8 月 29 日から 9 月 13 日、第二回目は 2002 年 5 月 22 日から 25 日、








と共同で 2009 年 8 月 16 日に「ホイアン旧市街における店舗・景観改善ワークショップ」






























































































表 3-7 町並み保存ワークショップの概要 
（安藤勝洋「ベトナムホイアンにおける住民との協同作業による町並み保存に関する研究」千葉大学修士



























































































11) 千葉大学福川裕一教授へのインタビューによる（平成 21 年 4月）。 
12) 昭和女子大学国際文化研究所紀要 3,ホイアン町並み調査報告書 1999, pp.167-168 による。 
13) ベトナムの文化財。翻訳は既出の報告書等に従う。 
14) ベトナムでは各地域を担当するベトナム政府の組織が存在する。本論では、地方組織と記述する。 
15) 1998 年まではホイアン旧市街とし、1999 年に世界遺産となってからは古都ホイアンとする。 
16) ホイアン旧市街保存整備事業に参加した日本側の関係組織及び関係者を指す。具体的には、文化庁、 
  地方自治体や研究機関の文化財担当者、外務省、独立行政法人国際協力機構(JICA)、JICA から派遣さ 


















26) IMPACT はユネスコから出版された世界遺産の地区の概要を記した冊子である。 
27）UNESCO“Heritage Homeowner’s Preservation Manual-Hoi An World Heritage Site, Vietnam-”2008 
を翻訳したもの。本論では「保存の手引き」とする。 
28) 保存地区Ⅰの名称が付けられている通りを指す。 
29) 平成 23 年 8月に行われたワークショップより。 
30) 保存の手引き pp.121-127 に掲載されている目録に、筆者が修理済み家屋を調査した際に用いた修理申 
請家屋リスト（ホイアン史跡管理事務所作成）に書かれていたものを合わせた数字。等級は筆者がホ 
イアン史跡管理事務所へ聞取りをして確認した（平成 23 年 4月）。 
31) 文化遺産としての修理と、歴史地区の様相に合わせた整備の二通りがあるが、便宜上「修理」と記述 
する。 
32) 筆者のホイアン史跡管理事務所職員への聞取りによる（平成 23 年 2月）。 
33) 筆者のホイアン史跡管理事務所職員への聞取りによる（平成 23 年 2月）。 
34) 筆者がホイアン史跡管理事務所に勤務していた青年海外協力隊員（建築）の高田弥生さん、職員の Tu  
Tuoc 氏に聞取りをしたもの（平成 23 年 2 月、平成 23 年 8月）。 
35) 筆者のホイアン史跡管理事務所職員への聞取りによる（平成 23 年 2月）。 
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古都ホイアンでは、日本人専門家により 1993 年から 2003 年まで木造家屋修理技術協力
が行われた。修理と整備の内容を調査する対象は、古都ホイアンの保存地区Ⅰ内にある建
















特級 等級1 等級2 等級3 等級4 合計
主要な通り 7 31 55 48 27 168
路地 1 4 3 10 10 28
合計 8 35 58 58 38 196
等級 特級 等級1 等級2 等級3 等級4 合計
軒数 41 98 232 345 450 1166










第三章で述べたように保存地区内の全ての建造物は特級、等級 1、等級 2、等級 3、等級
4の 5種類に分類され、等級が高ければ歴史的要素が多く、等級が低い場合は保存される歴
史的要素が少ないか、全くない。特級及び等級 1、等級 2 は、保存すべき要素が多く残る。
修理において、特級と等級 1 を担当する施工会社は文化遺産としての修理の経験を積んだ
会社が担当しているため、修理内容は一定の水準が保たれていると考えられる注1）。しかし、
等級 3 及び等級 4 は保存すべき要素が少ないか全くなく、伝統的な様式に整備することが
奨励されている注 2)ため、家屋によって整備内容に差異があると考えられる。保存地区Ⅰ内


























調査対象は、古都ホイアンの保存地区Ⅰ内に立地し 1997 年から 2010 年までの間にホイ
アン史跡管理事務所に修理及び整備申請が行われた建造物等 196 件である。修理及び整備
件数の推移を図 4-1 に示す。なお、同じ家屋を別の年に修理した場合はそれぞれその年に 1
件として数えている。2001 年が最も多く、それ以降は 10 件から 25 件の間を推移している。













図 4-1 修理申請建造物の推移（ホイアン史跡管理事務所の修理申請家屋名簿より筆者作成） 
 
 
















No. 略称 日本語 ベトナム語
1 BD バック・ダン Bạch Đằng
2 HD ホアン・ディエウ Hoàng Diệu
3 HVT ホアン・ヴァン・トゥ Hoàng Văn Thụ
4 LL レ・ロイ Lê Lợi
5 NH グェン・フエ Nguyễn Huệ
6 NTH グェン・タイ・ホック Nguyễn Thái Học
7 NTM グェン・ティ・ミン・カイ Ngyễn Thị Minh Khai
8 PBC ファン・ボイ・チャウ Phan Bội Châu
9 PCT ファン・チャウ・チン Phan Châu Trinh
10 TL ティエウ・ラ（チャン・クィ・カップ） Tiểu La(Trần Quý Cáp)





























































































































































































































































定し、修理及び整備内容を分類した上で分析を行う。分析対象は、1997 年から 2010 年まで




立地は保存地区Ⅰ内の主要な通り 11 本と路地 5本（表 4-3 参照）に分けた。主要な通りは


















修理もしくは整備費用を個人が負担するものとした。所有者が 3 通り、立地が 2 通り、修
理費用負担者が 3 通りあり、組合せと古都ホイアンで実際に行われている修理、整備の現















































①全公型 3 0 17 0 20 0 【事例1】グェン・タイ・ホック81(等級1)
②国個型 0 0 1 0 1 0 【事例2】グェン・ティ・ミン・カイ16(特級)
③全個型 3 0 9 1 12 1 【事例3】チャン・フー77(特級)
【事例4】レ・ロイ10/56(路地、等級1)
④個公型 1 0 3 2 4 2 【事例5】ホア・ヴァン・トゥ17(等級1)
⑤共公型 0 0 1 1 1 1 【事例6】チャン・フー84(等級1)
⑥共個型 0 1 0 0 0 1 【事例7】グェン・ティ・ミン・カイ2/8(路地、特級)












析する前提として、表 4-4 と 4-5 で示した所有者、修理費用負担者、立地を用いて各事例
を分類した。調査対象である修理済み建造物 196 件注 3）中 43 件が該当する。 
所有者、修理費用負担者、立地で特級と等級 1 の修理事例を見ると表 4-5 となる。①全
公型が 20 件と最も多く、全て主要な通りに面している。次に多いのが③全個型の 13 件で










































































































































事例 1 ①全公型（26）グエン・タイ・ホック 81（81Nguyễn Thái Học）（図 4-5、4-6） 
 
 等級 1、国所有の家屋で 2005 年と 2008 年にホイアン市の予算で修理された。資料集の主
要な通りに面したものの 20 番である。 























前家 中庭 後家 
0 3000mm 








































































































 特級、国所有の家屋で 2006 年から 2008 年にかけて所有者の個人負担で修理された家屋





























































































形 の 茶 色 い も の を 用 い て い る 。
(H23.2.20 撮影) 
0 10m 
















事例 3 ③全個型 （6）チャン・フー77（77Trần Phú））（図 4-9、10） 
 














げを施されているものは、特級で 2 軒（グェン・ティ・ミン・カイ 2/8、チャン・フー77）
である。 
 家屋は前家、橋家、後家から構成され、橋家と後家には 2 階があるが、台風等により破
損した。中庭を囲む棟に装飾が施されている点も特徴的である。個人所有ながら伝統的な
棟の構成が維持されている。中庭と前家、中庭と後家の段差を見ると、中庭と前家の段差




















































































































事例 4 ③全個型 （2）レ・ロイ 10/56(10/56Lê Lợi)（図 4-11、12） 
 
 個人所有の等級 1の家屋で 2002 年に所有者個人の費用負担で修理された。資料集の路地
に面しているものの 2番である。 
 前家と橋家、後家を持つ町家ではなく、路地を入った場所にある祠堂も兼ねた家屋であ
る。桁行 5 間、梁行 4 間となり柱は木製、四方を煉瓦造りモルタル仕上げの壁で囲われ陰
C. b)前家の虹梁に施された彫刻 






















































































































事例 5 ④国個型 (9)ホア・ヴァン・トゥ 17(17Hoàng Văn Thụ)（図 4-13、14） 
 
 資料集の主要な通りに面したものの 9 番である。2001 年に修理が行われた等級１、個人
所有の家屋であり、修理費用は公的機関が負担した。等級１に分類されるには歴史的要素







































































































事例 6 ⑤共公型 (37) チャン・フー84 (84Trần Phú)（図 4-15、16） 
 
































主屋は桁行 3 間、梁間 3 間の合掌造り。祠堂は桁行、梁行 間の合掌造りである。主屋
の前に壁を持たない空間が作られ、小屋組は貴族の邸宅であるレ・ロイ 21（21 Lê Lợi）と
類似の様式である。 
 中庭はないが、チャン・フー通り（đường Trần Phú）からアクセスする道路が細く、主
屋前面に空間がある。また、祠堂と主屋の間にも空間があり装飾が施された壁面がある。 


































































































図 4-16 チャン・フー84 (84Trần Phú)写真 
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図 4-18 グェン・ティ・ミン・カイ 2/8（2/8Ngyễn Thị Minh Khai）写真 
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4.2.5. 等級 3及び等級 4の整備内容 
（1）所有及び費用負担と立地 
 
等級 3 及び等級 4 の整備済み建造物等は全修理及び整備済み建造物等が 196 件あるうち
の 94 件である。整備内容の分析を行うために、前提として特級及び等級 1と同様に所有者、
整備費用負担者、立地から整備済建造物等を分類すると表 4-6 となる。整備費用負担者は
原則として建造物を所有する組織または個人である。 
全個型が通りに 34 件、路地に 19 件の合計 53 件と最も多い。次に多い分類が、全公型の


















38 件、国個型と全個型の合計は 56 件であり、整備内容を個人が決定する事例がやや多い。





































④個公型 2 0 3 1 5 1 ―
⑤共公型 0 0 0 0 0 0 ―






























特級や等級 1 と異なり等級 3 及び等級 4 の整備基準は、保存の手引きによれば「周囲の環
境に合わせること、伝統的な様式で再建すること」と書かれている。また、整備費用負担
者の違いにより、整備後の意匠の許可基準が異なる。 
そこで、等級 3 と等級４について、意匠意本に倣っているかを確認した。意匠見本 1 は
保存地区Ⅰ内にある特級や等級等の歴史的な建造物で 12 通りある（図 4-19）。意匠見本 2
は、歴史的な家屋と古都ホイアンのフレンチコロニアル様式を折衷し、庇の柱や開口部の
形式、数等を現代的な要求に合わせたもので、12 通りある（図 4-20）。外観を意匠見本 2
に合わせた場合は、特級や等級 1 と異なることが明確に分かり、歴史地区の様相に合わせ





































 これら意匠見本の二通りを基本に、整備内容を分析したところ、整備手法は表 4-7 にま
とめた通り六通りに分けられる。具体的に示したものが図 4-21 である。 





A.                              B. 
 





A.                                B. 
 


























































































意匠見本 2に倣ったファサードと現代的な内部の (e) 及び（A）、陰陽瓦を葺くのみである
(f) 及び（B）の 6通りである。 





した。以下、本章の図 4-59、65、75、83、93、99、113 共同様である。 
（①②③④は分類①～④に該当。分類①全公型、分類②費用個人型、分類③全個型、分類④費
用公型） 





































































































8 12 25 55 100 軒数
8% 12% 25% 55% 割合
1 3 4 軒数
25% 75% 割合
2 17 19 軒数
11% 89% 割合
4 23 27 軒数
15% 85% 割合
5 5 10 20 軒数
25% 25% 50% 割合
6 8 20 55 15 104 軒数
6% 8% 19% 53% 14% 割合
2 6 4 14 26 軒数
8% 0% 23% 15% 54% 割合
2 2 13 2 19 軒数
11% 0% 11% 68% 11% 割合
4 24 63 29 17 137 軒数
3% 18% 46% 21% 12% 割合
7 6 9 28 85 135 軒数
5% 4% 7% 21% 63% 割合
33 11 12 56 軒数
59% 20% 21% 軒数
6 3 18 66 97 190 割合
3% 2% 9% 35% 51% 軒数
2 4 14 2 22 割合
9% 18% 64% 9% 軒数
8 8 軒数
100% 割合
17 39 57 80 84 277 軒数
6% 14% 21% 29% 30% 割合
2 12 6 20 軒数
10% 60% 30% 割合
ホァン・ディウ


































3 5 1 4 6 11 - - -
4 2 1 2 - - -
3 - - - - 1 - 1 -
4 - - - - 2 - -
3 2 1 - 3 9 2 5 4
4 - 1 - - 12 4 5 4
3 - - - - - 2 - -
4 - - - - 2 1 - 1








































    全公型
    国個型







































表 4-9 通りごとの等級の割合 
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ファサードと内部が伝統的な様式で整備された事例で、表 4-8 に示すように等級 3 及び
等級 4の整備済み建造物74件中 9件が該当する。立地もチャン･フー通り（表4-10では TP）
及びグェン・タイ・ホック通り（表 4-10 では NTH）といった、通りに立地する建造物数に
対し、特級から等級 2 の建造物が多く、観光の中心となる通りに集中している。通りごと
に見ると、グェン・タイ・ホック通りは 3 件、チャン・フー通りは 5 件、その他が 1 件で
ある。所有者と修理費用負担者を見ると、9件中 7件が①全公型で、残り 2件が③全個型に
あたる。 
周囲の環境を見ると、図 4-56、図 4-57 で示す通り等級 1、等級 2に囲まれているか隣接
している。周囲の環境に合わせるという整備基準があるため、等級 1 や等級 2 に囲まれて
いる場合は、伝統的な様式に整備することは、基準に従ったといえる。 





















No. 住所 等級 修理年 用途 分類 ファサード 構造 床 建具（階
段含む）
屋根 中庭、後庭 水回り 棟の構成












タイル 復元 陰陽瓦葺 前家









134 TL31 C3 2006
/2008












































140 TP118 C3 2005 画廊
（兼住居）

































































表 4-10 主要な通りに面した整備済み建造物(a)内部、外観共に伝統的な形式 
建造物の所有者と修理費用負担者による分類は①全公型、③全個型。No.は資料目次と対応。 








































No.135 TP152 No.136 TP100 No.140 TP118 
No.166 TP63 No.168 TP146 
図 4-23-2 (a)内部、外観共に伝統的な様式に整備した事例の拡大位置図 2 
図 4-24 主要な通りに面した整備済み建造物 






































































































































事例 全個型 （112）グェン・タイ・ホック 9 (9Nguyễn Thái Học) 
 グェン・タイ・ホック 9は主要な通りに面した家屋である（資料集 112 番）。 










外観は特級や等級 1 のように見えるが、実際には等級 3 である。整備内容を見ると材料
の色から、整備後に加えただろう部分が散見される。ただし、構造や床も伝統的な様式に
整備されているため等級 3 には見えない。等級 3 は歴史的な価値が部分的に残るものであ
るため、全てが復元されたものではないが、周囲の環境に合わせて伝統的な様式に整備し
た部分が多いといえる。 



















































 (b)外観のみ意匠見本 1 
外観、特にファサードが伝統的な様式に整備された建造物である。等級 3 及び等級 4 の
整備済み建造物 74 件中 4 件が該当する（表 4-8 参照）。立地はチャン・フー通り（表 4-12
では TP）が 2 件、レ・ロイ通り（表 4-11 では LL）、グェン・タイ・ホック通り（表 4-12








のため、個人の意向で外観を伝統的な様式に整備した。立地を見ると図 4-64 、図 4-65 で
示す通り 101 番のレ・ロイ 29（ＬL29）は北側が特級、南側が等級 2となっており、周囲の
環境に合わせるという整備基準に忠実である。151 番のグェン・タイ・ホック 78（NTH78）
は東側、西側共に等級 3 であるが、道路を挟んで南側は等級 2 が並び、さらにグェン・タ












図 4-26-2 グェン・タイ・ホック 9 (9Nguyễn Thái Học)写真 2 
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137 TP54 C3 2004 画廊
（兼住居）
① 復元 不明 不明 不明 陰陽瓦葺 不明 不明 前家
151 NTH78 C4 2003 画廊兼住居 ③-1 復元 壁構造 コンク
リート
不明 陰陽瓦葺 不明 不明 前家2階
建
167
TP51 C4 2004 店舗兼住居 ① 復元 壁構造で
小屋組み
復元






































表 4-11 主要な通りに面した整備済み建造物(b) 外観をのみ意匠見本 1 








































No.101 LL29 No.137 TP54 No.151 NTH78 
No.167 TP51 



















































































































事例 国個型 （101）レ・ロイ 29 (29Lê Lợi) 
 主要な通りに面した事例で等級 3の建造物で 2004 年に整備工事が行われた。保存地区Ⅰ






いる。このレ・ロイ 29 も同様に変形した敷地である。図 4-30A のように外観は伝統的な様

















































図 4-30 レ・ロイ 29 (29Lê Lợi)写真 
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事例 全公型 （167）チャン・フー51 (51Trần Phú) 


















































図 4-31 チャン・フー51 (51Trần Phú)写真 
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 (c) 古都ホイアンの町家に準じる棟の構成 




床はタイルが敷かれている。全 94 件中、5件と少なく、図 4-32、図 4-34 で示す通りグェ
ン・ティ・ミン・カイ通り（表 4-12 では NTM）が 1件、ファン・チャウ・チン通り（表 4-12
では PCT）が 2件、グェン・タイ・ホック通り（表 4-12 では NTH）が 2件と点在している。 



































































図 4-33 主要な通りに面した整備済み建造物 
(c) 古都ホイアンの町家に準じる棟の構成の外観一覧 
No.123 NTM34 
図 4-32 (c) 古都ホイアンの町家に準じる棟の構成事例の拡大位置図 
No.125 NTM36 No.129 PCT8 




























































































































事例 全公型 (150)グェン・タイ・ホック 26 (26Nguyễn Thái Học) 
  





































中庭は室内化しているが 1 階から 3 階
まで吹き抜けがあり、中庭による換気
や採光は維持され、機能は受け継がれ
ている（平成 22 年 11 月 3 日撮影）。 




採光機能を持たせている（平成 22 年 11






とは異なる（平成 23年 2月 23日撮影）。




 意匠見本 1 や意匠見本 2 の中では明示されていないにも関わらず、図 4-82 で示す通り、
ファサードをフランス植民地時代に作られたフレンチコロニアル様式に変更した事例であ
る。従って、内部は現代的であり、壁構造で 1 階床はタイルが敷かれているものが表 4-13
で示す通り 9 件中 6 件である。建具を伝統的な様式で整備している場合もあるが、階段の
手すりが 4件、荷揚げ枠が 1件と部分的である。 
 この事例の内訳は、①全公型が 6件、③全個型が 3件である。立地は、図 4-80、図 4-83




































96 BD22 C3 2003/2004 不明 ① フレンチ
コロニア
ル
不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明
97 BD24 C3 2003/2004 不明 ① フレンチ
コロニア
ル
不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明








































陰陽瓦葺 中庭 不明 前家と付属屋（2階
建）、橋家（2階建
て）、後家（平屋）











陰陽瓦葺 不明 不明 前家2階











陰陽瓦葺 中庭 不明 前家、橋家、後家。
前家は2階建て








タイル 復元 陰陽瓦葺 なし 不明 前家




































                            









表 4-13 主要な通りに面した整備済み建造物 
(d) 古都ホイアンのフレンチコロニアル様式のファサード 
図 4-37-1  (d) 古都ホイアンのフレンチコロニアル様式のファサード事例の拡大位置図 1 
No.96 BD22 No.97 BD24 No.104 LL80 
No.113 NTH76 No.116 NTH35 No.117 NTH97 
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図 4-38 主要な通りに面した整備済み建造物事例 
(d) 古都ホイアンのフレンチコロニアル様式のファサードの外観一覧 
図 4-37-2  (d) 古都ホイアンのフレンチコロニアル様式のファサード事例の拡大位置図 2 




































































































































事例 全個型(104)レ・ロイ 80 (80Lê Lợi) 
事例として主要な通りに面した家屋のレ・ロイ 80（資料集 80 番）を取り上げる。 
 2006 年に整備された等級 3 の家屋であり、全個型の事例である。店舗兼住居として使用
されている。レ・ロイ通りとチャン・フー通りの交差点の南西に位置するため、図 4-84 で





















































 (e) 及び（A）意匠見本 2に倣った外観と現代的な内部 
外観を意匠見本2に倣い整備された事例であり、通りに面したものは（c）（表4-14,4-15）、
路地に面したものを（A）（表 4-16）とした。 
(c)は、通りに面した等級 3及び等級 4の整備済み建造物全 74 件中 37 件の建造物が該当
する。路地に面したものにおいては、20 件中 13 件が該当する。合計すると 50 件となり、
整備内容を分類した中で最も多い。(c)を所有者と整備費用負担者でみると、全公型が 11
件、国個型が 3 件、全個型が 21 件、個公型が 2 件である。(A)は、路地に面した等級 3 及
び等級 4の整備済み建造物全 20 件中 12 件が該当し、12 件全てが全個型である。 
つまり、整備費用だけを見ると個人による整備費用の負担事例が 50 件中 36 件と半分を
超え、個人が整備費用を負担する場合は、伝統的な様式に整備されていない事例が最も多
いといえる。整備済建造物等の立地がチャン・フー通り以外は周囲に特級、等級 1、等級 2
























































































102 LL61 C3 2004 店舗兼住居 ① 壁面モルタル仕上
げ、開口部は木材


















106 NH16 C3 2005 店舗（兼住
居）
① 意匠見本2 不明 不明 不明 不明 不明 不明 前家
107 NH20 C3 2005 店舗
（兼住居）
① 左右開口部蔀戸復元 不明 タイル 不明 陰陽瓦 不明 不明 前家平屋

























壁構造 タイル ― 陰陽瓦葺 ― ― 前家のみ
110 NH14 C3 2005 店舗（兼住
居）
① 壁構造 タイル ― 陰陽瓦葺 ― ― ―













122 NTM20 C3 2003 店舗
兼住居
③-1 壁面モルタル仕上げ 壁構造 タイル 階段手す
り、歴史
的、伝統的
陰陽瓦葺 ― 不明 前家（中2
階）、後家

































タイル 復元なし 陰陽瓦葺 なし 内部に設け
られている
前家の連棟








































表 4-14 主要な通りに面した整備済み建造物 
               (e)意匠見本 2に倣った外観と現代的な内部（前半） 
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133 PCT53 C3 2006/2
008/20
10












コンクリート なし 陰陽瓦葺 不明 後部に設け
られている
前家
139 TP57 C3 2005
/2008





































































陰陽瓦葺 ― 不明 前家2階建
147 HD19 C4 2004 店舗兼住居 ③-1 壁面モルタル仕上
げ、開口部は木材
壁構造 コンクリート ― 陰陽瓦葺 中庭 中庭 前家のみ2
階建て









153 NTH11 C4 2006 店舗兼住居 ③-1 意匠見本2 壁構造 1階：コンク
リート
復元なし 陰陽瓦葺 なし 内部に設け
られている
前家部分









― 陰陽瓦葺 後庭 不明 前家、後家
各2階




















































162 PCT71B C4 2006 店舗 ③-1 意匠見本2 壁構造 コンクリート 復元なし 陰陽瓦葺 ― ― ―








164 PCT68 C4 2008 住居 ③-1 意匠見本2 壁構造。小屋
組み一部復元
タイル 復元なし 陰陽瓦葺 なし 内部に設置 前家
165 PCT2B C4 2009 店舗兼住居 ③-1 意匠見本2 壁構造（中2
階）






































表 4-15 主要な通りに面した整備済み建造物 











                                           




























No.95 バック・ダン 84B No.98 ﾎｧﾝ･ﾃﾞｨｴｳ 41 No.99 ﾎｧ･ﾃｳﾞｧﾝ･ﾄｩ 4 
No.100 ﾚ･ﾛ 52 No.102 ﾚ･ﾛｲ 61 
No.103 ﾚ･ﾛ 42 
No.106 ｸﾞｪﾝ･ﾌｴ 16 
No.107 ｸﾞｪﾝ･ﾌｴ 20 No.108 ｸﾞｪﾝ･ﾌｴ 22 No.109 ｸﾞｪﾝ･ﾌｴ 24 No.110 ｸﾞｪﾝ･ﾌｴ 14 
No.112 ｸﾞｪﾝ･ﾌｴ 12 No.122 ｸﾞｪﾝ･ﾃｨ･ﾐﾝ･ｶｲ 20 No.127 ｸﾞｪﾝ･ﾃｨ･ﾐﾝ･ｶｲ 44 No.128 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 7
No.131 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 3 No.132 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 28 
図 4-41-1 (e)意匠見本 2に倣った外観と現代的な内部事例の拡大位置図 1 
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図 4-41-2 (e)意匠見本 2に倣った外観と現代的な内部事例の拡大位置図 2  
No.133 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 53 No.138 ﾁｬﾝ･ﾌｰ 27 No.139 ﾁｬﾝ･ﾌｰ 57 No.141 ﾁｬﾝ･ﾌｰ 89 
No.142 ﾌバク・ダン 46 
No.143 ﾌバク・ダン 48 No.144 ﾌバク・ダン 42 No.147 ﾎｱﾝ･ﾃﾞｨｴｳ 19 
No.149 ﾎｱﾝ･ﾃﾞｨｴｳ 13 No.153 ｸﾞｪﾝ･ﾀｲ･ﾎｯｸ 11 No.154 ｸﾞｪﾝ･ﾃｨ･ﾐﾝ･ｶｲ 42 No.156 ｸﾞｪﾝ･ﾃｨ･ﾐﾝ･ｶｲ 57
No.157 ﾌｧﾝ･ﾎﾞｲ･ﾁｬｳ 64 No.159 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 133 No.160 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 14 No.161 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 1 







































図 4-42-1 主要な通りに面した整備済み建造物 







































図 4-42-2 主要な通りに面した整備済み建造物 


































































































































棟の構成は、保存地区Ⅰの中央を南北に貫くレ・ロイ通りに面しているため図 4-44 A で
示すように前家と付属屋のみである。外観は、伝統的な様式と現代的な意匠と調和させた





































図 4-44 レ・ロイ 61 (61Lê Lợi)写真 
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No. 住所 等級 修理年 用途 分類 ファサード 構造 屋根 床 建具等柱間装置（階段含む）
中庭、後庭 水回り 棟の構成













































































































特にない ない 内部にある 前家のみ




































































































表 4-16 路地に面した整備済み建造物（A）意匠見本 2に倣った外観と現代的な内部 
（建造物の所有者と修理費用負担者による分類は②国個型、③全個型。No.は資料目次と対応。 
No.9 ﾚ･ﾛｲ 8/2 








































図 4-46 路地に面した整備済み建造物 
                              （A）意匠見本 2に倣った外観と現代的な内部の外観一覧 
No.16 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 4/47 No.17 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 6/53 No.20 ﾊﾞｸ･ﾀﾞﾝ 2/10 No.21 ﾊﾞｸ･ﾀﾞﾝ 19A/12
No.22 ｸﾞｪﾝ･ﾃｨ･ﾐﾝ･ｶｲ 5/10 No.23 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 3/51
No.25 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 28/71 





























































































































事例 全個型 （16）ファン・チャウ・チン 4/47 (4/47Phan Châu Trinh) 























 (f)及び（B） 陰陽瓦を葺くのみ 
 陰陽瓦を葺くのみで、史跡管理事務所が提示した意匠見本 1、2 に倣わない外観である。
全 74 件中、主要な通りに面したもの（f）では 9件あり、路地に面したもの（B）では 8件
あるため、合計 17 件が該当する。立地を見ると、図 4-51、図 4-55 の通り保存地区Ⅰ内に
点在している。具体的には、等級 3 はバク・ダン通りに 1 件、グェン・タイ・ホック通り
に 1 件、グェン・ティ・ミン・カイ通りに 2 件である。等級 4 はバク・ダン通りに 2 件、
ホアン・ディエウ通り、ファン・チャウ・チン通りに各 1 件ずつである。つまり、等級の
高い建造物の多い通りに立地している例はグェン・タイ・ホック 38 の 1 件のみである。 


































































なし 陰陽瓦葺 なし 後部 前家、後
家（2
階）
114 NTH38 C3 2001 店舗兼住居 ③-1 現代的。
復元なし







121 NTM31 C3 1992-2004 画廊（兼住居） ④-1 フレンチ
コロニア
ル
壁構造 ― なし ― ― ― 前家





― ― ― ― 前家











146 BD54B C4 2009 店舗兼住居 ③-1 不明 不明 コンク
リート

























































155 NTM53 C4 2007 店舗（兼住居） ③-1 復元なし ― ― ― 陰陽瓦葺 ― ― 前家2階
建て
















































表 4-17  主要な通りに面した整備済み建造物(f)陰陽瓦を葺くのみ 
No.94 ﾊﾞｸ･ﾀﾞﾝ 44 No.114 ｸﾞｪﾝ･ﾀｲ･ﾎｯｸ 38 
No.121 ｸﾞｪﾝ･ﾃｨ･ﾐﾝ･ｶｲ 31 





































 図 4-50 主要な通りに面した整備済み建造物(f) 陰陽瓦を葺くのみの外観一覧 
No.124 ｸﾞｪﾝ･ﾃｨ･ﾐﾝ･ｶｲ 35 No.145 バク・ダン 8 No.146 バク・ダン 54B 
No.148  ﾎｧﾝ･ﾃﾞｨｴｳ 39 No.155 ｸﾞｪﾝ･ﾃｨ･ﾐﾝ･ｶｲ 53 No.158 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 2A 


















































































































事例 全個型 （148）ホアン・ディエウ 39 (39Hoàng Diệu) 
 主要な通りに面した建造物（資料集 148 番）である。図 4-52A と B で示すように南側と
北側の棟に分かれている。ホアン・ディエウ通りが南北方向の通りであるため、前家のみ
で構成されている。 
 整備工事は 2008 年に個人の資金で行われた。等級 4、個人所有の家屋である。店舗兼住
居として使用されている。北側の棟の外観はフレンチコロニアルの看板建築であり、南側
は古都ホイアンの伝統的、歴史的な要素を部分的に整備しているが、内部は壁構造で現代







































図 4-52 ホアン・ディエウ 39 (39Hoàng Diệu)写真 
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表 4-18  路地に面した整備済み建造物（B）陰陽瓦を葺くのみ 
No. 住所 等級 修理年 用途 分類 ファサード 構造 屋根 床 建具等柱間装置（階段含む）
中庭、後庭 水回り 棟の構成 備考























































































































































タイル 復元なし なし 内部 2棟が横に並
ぶ
―






























































図 4-53-1 (B)陰陽瓦を葺くのみ事例の拡大位置図 1 







































図 4-54  路地に面した整備済み建造物（B）陰陽瓦を葺くのみの外観一覧 
図 4-53-2 (B)陰陽瓦を葺くのみ事例の拡大位置図 2 
No.18 チャン・フー132C No.19 バク・ダン 3/12 No.24 ﾌｧﾝ･ﾁｬｳ･ﾁﾝ 22/71 















































































































事例 全個型 （25）ファン・チャウ・チン 36/71 (36/71Phan Châu Trinh) 


























































































































No. 住所 等級 修理年 用途 分類 ファサード 構造 床 建具（階段含む） 屋根 中庭、後庭 水回り 棟の構成 備考












2 NTM16 S 2006/2007/
2008

































5 TP24 S 2001 寺院 ① 保存 柱梁構造と
壁構造の折
衷


























現代的 陰陽瓦葺 ― 後部に設け
られている
前家平屋 －
8 BD76 C1 2007/2008/
2009


















10 HVT23 C1 2000 店舗兼住居 ① 木製観音開
きと、板壁
























木製 陰陽瓦葺 － － 前家、付属
屋
－















14 LL94 C1 2006 店舗兼住居 ③-1 木製の折戸 壁構造と柱
梁構造の折


























































20 NTH115 C1 2000/2001 店舗兼住居 ④-1 保存 柱梁構造と
壁構造の折
衷




























一部保存 陰陽瓦葺 後庭 後庭 前家、付属
屋の総2階
－




保存 陰陽瓦葺 後庭 不明 前家1平
屋、付属屋
－


























































保存 陰陽瓦葺 不明 不明 前家、付属
屋は2階建
－































































表 4-19 修理申請のあった特級、等級 1、等級 2の修理内容（1） 
建造物の所有者と修理費用負担者による分類は①全公型、②国個型、③全個型、④個公型、⑤共公型。
いずれも枝番の 1 は主要な通りに、枝番の 2 は路地に面している。表の見方については以下同様。 
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No. 住所 等級 修理年 用途 分類 ファサード 構造 床 建具（階段含む） 屋根 中庭、後庭 水回り 棟の構成 備考










保存 陰陽瓦葺 中庭、後庭 後庭 前家、橋
家、後家
－
32 TP117 C1 2003 店舗兼住居 ① 保存 柱梁構造と
壁構造の折
衷
タイル 保存 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋 －















保存 陰陽瓦葺 中庭 後部にあり 前家、橋
家、後部増
－




陰陽瓦葺 ― 後部にあり 前家平屋 －
36 TP33 C1 2007/2008/
2010
店舗 ① 板壁、蔀戸 不明 不明 不明 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋、
他は不明
－
37 TP84 C1 2007/2008/
2009/2010




















保存 陰陽瓦葺 後庭 不明 前家平屋 －




木製 陰陽瓦葺 ― 後部にあり 前家平屋 －


















不明 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋 －
42 HVT11 C2 2004 店舗兼住居 ① 板壁、蔀戸 柱梁構造と
壁構造の折
タイル 保存 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋 －






保存 陰陽瓦葺 不明 不明 前家2階建
て。
－












































保存 陰陽瓦葺 不明 1階奥 前家2階建 －












一部保存 陰陽瓦葺 ― 不明 前家2階建 －











一部保存 陰陽瓦葺 ― 不明 前家2階建 －


























タイル 保存 陰陽瓦葺 中庭 不明 前家、付属
屋平屋
－
52 NTH114 C2 1999 住居 ① 板壁、蔀戸 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 調査拒否



























































































































表 4-20 修理申請のあった特級、等級 1、等級 2の修理内容（2） 
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No. 住所 等級 修理年 用途 分類 ファサード 構造 床 建具（階段含む） 屋根
中庭、
後庭 水回り 棟の構成
























61 NTH19 C2 2002 空き家 ① 壁面モルタル仕上げ。中
央観音開きの板戸、左右
板窓。2階中央のみ板窓
不明 不明 不明 陰陽瓦葺 不明 不明 不明








陰陽瓦葺 中庭 不明 前家、橋家
総2階建





















木製 陰陽瓦葺 中庭 不明 前家2階建、
後家平屋建
65 NTH50 C2 2004 店舗兼住居 ① 壁面モルタル仕上げ、開
口部は木製でいずれも観
音開き
壁構造 1階：コンクリート 不明 陰陽瓦葺 中庭 不明 前家、橋家2
階建








木製 陰陽瓦葺 中庭 中庭 前家、橋家2
階建て、後
家平屋




1階：タイル、2階：板張り 保存 陰陽瓦葺 中庭 不明 前家、橋家2
階建





壁構造 1階：コンクリート 木製 陰陽瓦葺 中庭 不明 前家、橋家
総2階建




木製 陰陽瓦葺 ― 不明 前家、付属
屋2階建




木製 陰陽瓦葺 ― 1階後部 前家、付属
屋総2階建
71 NTH69 C2 2007/2
008
店舗兼住居 ③-1 板壁、木製折戸 壁構造 前家コンクリート、中2階
板張り
木製 陰陽瓦葺 中庭 1階後家 前家中2階あ
り、橋家、
後家総2階建




木製 陰陽瓦葺 後庭 後庭 前家2階建













74 NTH67 C2 2008/2
009/20
10
店舗 ① 板壁、木製折戸 前家：柱構造と壁構
造の折衷、橋家及び
後家：壁構造
タイル 木製 陰陽瓦葺 ― 不明 前家、橋
家、後家中
階





壁構造 前家：コンクリート 木製 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋










































80 PBC45 C2 2005 店舗兼住居 ① 壁面モルタル仕上げ 壁構造 六角形の灰色のタイル 木製 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋





コンクリート 木製 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋







タイル 木製 陰陽瓦葺 後庭 後庭 前家平屋




















木製 陰陽瓦葺 不明 1階後部 前家2階建




不明 不明 不明 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋




壁構造 1階：コンクリート 木製 陰陽瓦葺 不明 不明 前家2階建
87 TP154 C2 2001 店舗（兼住
居）
① フレンチコロニアル 不明 1階：タイル 木製 陰陽瓦葺 不明 不明 前家平屋




壁構造 タイル 木製 陰陽瓦葺 不明 不明 前家2階建
89 TP30 C2 2003 入場券売り
場
① 板壁、板戸 壁構造 1階：タイル
2階：板張り
木製 陰陽瓦葺 ― ― 前家2階建
90 TP91 C2 2004 店舗 ① 板壁、木製蔀戸 柱構造と壁構造の折
衷
六角形の灰色のタイル 木製 陰陽瓦葺 ― ― 前家平屋




壁構造 タイル 木製 陰陽瓦葺 不明 不明 前家2階建




壁構造 タイル 木製 陰陽瓦葺 中庭 中庭 前家2階建
て、橋家




























































































集落としてドゥオン・ラム村内の 5つの集落が初めて国家文化財となった。管理は 2006 年
に設立されたドゥオン・ラム村遺跡保存管理事務所（以下、遺跡保存管理事務所）の責任
となった注 4）。人口 9000 人注 5)、住宅及び寺院などは、1182 軒注 6)だった。古都ホイアンとは
異なり、ベトナム北部の農家型住宅や集会所などが密集している地区と、廟などが田んぼ
や畑の横に建つ地区がある。 
 ドゥオン・ラム村保存整備事業全体の流れを表 5-1 に示した。2003 年に文化庁、奈良文
化財研究所、昭和女子大学の調査チームが、建造物調査としてモン・フー集落 350 軒とカ
ム・ティン集落 165 軒の民家調査、約 50 軒の公共物件調査と街路調査を実施した。また、
建築・都市分野とあわせて、考古、民俗、衣服、食物等の専門家の参加する学際的研究体
制を組み、地上に残る建造物でなく、有形無形の文化遺産を含めた保存調査の中間報告、









































































































































5.2.2.  文化遺産保存のための法律及び条例の制定 
 




























































5．高さ規制 保存地区Ⅱにおける、位置による 第二地区では、13.5m、第三地区では16mまで。 地区の協定や風致地区の設定で行う。


















































































表 5-2 ドゥオン・ラム村保存条例と伝統的建造物群保存地区制度、 
古都ホイアン 1997 年保存条例の比較 
168 



































































































































































































 調査対象は、平成 22 年 10 月に観光用の場所として地図注11)に掲載されていた建造物等 30
軒のうち、調査ができた 28 軒とする。古都ホイアンにおいて、調査対象とした建造物は、






































































調査対象とした 30 件中 16 件の修理が 2011 年の調査時点で既に終わっており、修理が予
定されているものは 9 件ある。また、修理年を見ると日本人専門家の建造物への修理技術












次に、表 5-4 の 8 つの分類を用いてドゥオン・ラム村の修理と補修の内容を分析し、日
本人専門家の修理協力とドゥオン・ラム村住民の補修の傾向を比較し、歴史地区保存整備
の視点から考察する。 
個別の事例の題名は「所有者と費用負担者による分類番号、図 5-2、表 5-4～5-7 及び資
料集で用いられている番号、建造物の名称」とする。 
表 5-4 所有者と修理費用負担者による分類 
174 
（1）遺跡保存管理事務所により行われた修理 







理方針になっていることが窺える。一方、表 5-5 及び図 5-3 で示すように開口部の形式や
屋根の形式といった点では相違が見られない。 













































瓦葺き 門 ― ― ―
―






タイル ― 瓦葺き 主屋 ― 土 ―
―
3 2010 2010 ①
ザン・ヴァン・ミン祠堂



















4 ― 2004-2005 ①
モンフー集落集会所








































16 2008.10 ― ②
ハー・ヴァン・ヴィン邸














17 2008.10 ― ② カオ・ティ・バイ邸(Nhà  Cao Thi Bai) カム・ティン指定なし 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明
18 2008.12 ― ②
グェン・ヴァン・フン邸
























19 2009.2 ― ②
ファン・ヴァン・トゥ邸

























20 2009.2 ― ②
チュオン・ティ・ヌ邸
(Nha Truong Thi Nu) カム・ティン市指定
不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明 不明
不明
21 2009.2 ― ②
ヴ・ティ・アム邸
























































表 5-5 ドゥオン・ラム村観光対象建造物の修理内容(1)管理事務所による修理 
所有者と費用負担の分類は①共公型）、②個公型。表の no.は図 5-3 において個別の写真に付けられた番号及び資料集と
対応する。 

















遺跡保存管理事務所による修理事例 1 （1）モン・フー門 
 





























遺跡保存管理事務所による修理事例 2 （11）ミア寺 
 

















































図 5-5 ミア寺写真 
178 

























 28 件中 10 件が該当する。10 件中 3件が共同体所有で、7件が個人所有である（表 5-5）。 
これから遺跡保存管理事務所により修理が予定されている事例だが、既に住民による補
修が行われていた建造物もあった。補修内容を見ると、風雨により劣化しやすい庇を支え























修理年 構造 床 建具 屋根 他の棟の床、
建具、屋根
5 ― 予定 ③ シック・ハウ(Xích Hậu) モン・フー 指定なし 保存 タイル ― 瓦葺 主屋 ― ― ― ―
14 ― 予定 ③
ゴクエン廟












15 ― 予定 ③
ゴクエン稜
(Đền và Lăng Ngô Quyền) カム・ラム 国指定
不明 不明 不明 瓦葺 主屋のみ ― ― ― モルタル
仕上げ
23 ― 予定 ④
ザン・ヴァン・トゥアン邸













24 ― 予定 ④
ハ・ヴァン・テ邸













26 ― 2012 ④
グェン・ゴック・レ邸












27 ― 予定 ④
ドゥオン・ティ・ラン邸







瓦葺 主屋 水回り 磚 モルタル
仕上げ
石積
28 ― 予定 ⑥
カオ・ヴァン・トアン邸

























30 ― 予定 ④
グェン・フイ・チュオン邸



















































































































































































( Thờ Họ Phan) モン・フー 指定なし




9 済 (2010) ⑤
ミア神社
































































































表 5-7 ドゥオン・ラム村観光対象建造物の修理内容(3)個人により修理が行われた事例 
図 5-10 ドゥオン・ラム村観光対象建造物の修理内容 
(3)個人により修理が行われた事例の外観一覧 
⑤共個型（共同体所有で修理費用を個人が負担している）、⑥全個型（個人所有で修理費用を個人が負担


































が見られ（図 5-12 B）、一部部材は艶のある塗料で仕上げられている。図 5-12 C で示すよ












め ら れ た 跡 が 見 ら れ る 。
（H22.12.28 撮影） 



























 全 5 件中 4件が共同体所有の建造物で、1件が個人所有の家屋である。既に管理事務所か
個人に補修が行われた事例であり、当面は修理が必要ないと判断された事例でもある。ま
た、ドゥオン・ラム村の保存整備事業が開始される前の補修が行われている場合も考えら




























修理年 構造 床 建具 屋根 他の棟の床、
建具、屋根
7 ― ― ― ⑦ 教会(Nhà Thờ) モン・フー 指定なし




8 ― ― ― ⑦
カムティン集落集会所


















12 ― ― ― ⑦
ドアイザップ集落集会所
(Đình Đoài Giáp) ドン・サン 国指定






13 ― ― ― ⑦
フンフン廟
(Đinh Phùng Hưn) カム・ラム 国指定
柱梁構
造
磚 不明 瓦葺 廟 壁構造、瓦葺 磚 ―
22 ― ― ― ⑧
グェン・ヴァン・フン邸
(Nhà Cổ Ông Nguyễn Văn Hùng) モン・フー 指定なし











































 道路の交差する角に位置する集会所である。図 5-14 A で示すように前面に広場があり、
屋根と柱のみの棟を持ち、奥には主屋に相当する棟が位置している。壁面は煉瓦造でモル
タル仕上げ、柱は木製である。図 5-14 B、図 5-14 C で示すように柱の補修はモルタルで埋
めたり、下部を切り取り四角く模ったモルタルを入れたりという方法が取られ、旧材を可
能な限り残すという考え方は見られない。 
表 5-8 ドゥオン・ラム村観光対象建造物の修理内容(4)修理予定が決まっていない事例 
図 5-13 ドゥオン・ラム村観光対象建造物の修理内容 
(4)修理予定が決まっていない事例の外観一覧 















































































































































































































1)  フン・フンは、766 年から 791 年に当時の支配者だった唐に対抗し、王朝を起こしたが息子の代で唐 
に再度制圧される。ゴ・クェン（呉権）は、939 年に呉朝を創設し、現在のハノイに都を移し 
たドゥオン･ラム村出身の人物。 
2)  昭和女子大学国際文化研究所紀要の訳に倣う。 
3)  昭和女子大学国際文化研究所紀要 ハタイ省ドゥオンラム村集落調査報告書 2006 年 p.14 
4)  昭和女子大学国際文化研究所紀要 ハタイ省ドゥオンラム村集落調査報告書 2006 年 p.20 
5)  日本の協力で行われた調査時の数値。 
6)  日本の協力で行われた調査時の数値。 
7)  シニアボランティアとしてドゥオン・ラム村に 2010 年 9 月から 10 月の 1 ヶ月間、行政サービス担当
として派遣された岩田正晴氏の提案書から引用。 
8)  2008 年にハノイ市域が拡大してソンタイ市はハノイ市となり、ドゥオン・ラム村もハノイ市内となっ 
た。 
9)  昭和女子大学国際文化研究所紀要 ハタイ省ドゥオンラム村集落調査報告書 2006 年 p.212 
10）筆者のドゥオン・ラム村遺跡保存管理事務所関係者への聞取りによる。 
11) ドゥオン・ラム村に駐在している青年海外協力隊員が作成し、JICA の費用により印刷された。 
12) 筆者のドゥオン・ラム村遺跡保存管理事務所関係者への聞取りによる。 
13) 昭和女子大学国際文化研究所:「昭和女子大学国際文化研究所紀要 vl.11 ハタイ省ドゥオンラム村集 
落調査報告書」,昭和女子大学,2006 




































日本では、1975 年（昭和 50 年）に伝統的建造物群保存地区が設けられ、都市計画制度に
おいては、地域地区の一つとして位置付けられた。本論で研究対象としたベトナムでは、

















































ている。古都ホイアンは、保存整備を担当する専門部署を管理組織設立から 24 年後の 2010




























































































































































































































われた。これら事例収集や意匠見本は、特級や等級 1 の修理に用いられているが、等級 3




















つ、等級 2以上の建造物が通りの建造物全体の 4割以上を占める場所で顕著に見られる。 
等級 3 と等級 4 の調査対象とした建造物 94 件中 13 件が伝統的な様式に外観に整備して
いた。そのうち 12 件がチャン・フー通りとグェン・タイ・ホック通りに位置する。路地に
位置する家屋は 94 件中 20 件だが、伝統的な様式に外観を整備した事例や歴史的な要素が
見られる事例はない。つまり、史跡管理事務所は、観光客の多い通りの等級 3、等級 4の建
造物は伝統的な様式に整備し、路地では伝統的な様式に整備しない、観光客を意識した整








日本側の家屋修理技術協力は、特級、等級 1、等級 2の家屋を対象として行われ、等級 3




め、予め修理後の外観は決まっている。等級 3 や等級 4 は、意匠見本を用いて外観が決め
られるため、整備後の外観の選択余地がほぼない。歴史地区の魅力の一つは、歴史的な建
造物が集積している場所であり、個々の歴史的な建造物は、建設された時代や地域の特徴



















































































































①古都ホイアンの保存地区に位置する建造物は、全て上から特級、等級 1、等級 2、等級 3、








③等級 3 の部分的に歴史的な要素が残る建造物や、等級 4 の歴史的な要素がない建造物に


















































































1)  1999 年に世界遺産リストに古都ホイアンとして記載されるまでは、同地区をホイアン旧市街とする。 
2)  第 2 章と同様に、外務省、文化庁、独立行政法人国際協力機構（当時）、各都道府県の教育委員会、日 
本建築センター、昭和女子大学、千葉大学、東京都立大学（当時）、青年海外協力隊員とする。 
3)  筆者のインタビューによる。 
4)  日本の木造建造物の継手の名称に準じて、本論でのみ用いる。ただし、あくまでも、ホイアン史跡管 
理事務所で作成された図面や現地調査に基づくものであり、日本の手法と全く同様であることを示す 
ものではない。 




6)  等級 4は陰陽瓦を葺くのみでも構わないのだが、意匠見本に合わせて整備されている事例が多い。 
7)  遺跡管理事務所で修理が予定されていても、既に補修が行われている場合もある。従って、15 軒には、 
第 5章で扱った（2）管理事務所により修理が予定されている事例と（3）個人により修理が行われた 
事例が含まれる。 
8)  筆者の青年海外協力隊員へのインタビューによる。 
9)  特定は地方自治体が行う。 
10) 保存地区内の歴史地区の様相に合わせた外観もしくは外観と内部に整えることを指す。歴史的な要素 
を残すことを考慮する特級、等級 1、等級 2と区別するために用いる。なお修景は、日本の歴史地区 
独自の手法であり、厳密には古都ホイアンの等級 3、等級 4の扱い方と異なる。従って、本論では、 
古都ホイアンで歴史的要素の少ない等級 3と歴史的要素のない等級 4 を歴史地区に合わせる工事を行 
う場合は整備とする。 
11) 2008 年にユネスコから出版された“Heritage Homeowner’s Preservation Manual-Hoi An World  
Heritage Site, Viet Nam-”を指す。文中では「保存の手引き」と記述する。 
12) 古都ホイアンを国家文化財とした時点では、文化情報省だったが、組織改編により文化・スポーツ・ 
観光省(Bộ Văn hóa Thể thao và Du lịch / Ministry of Culture, Sports and Tourism)になった。 
13) 筆者の関係者へのインタビューによる。 















































No. 略称 日本語 ベトナム語
1 BD バック・ダン Bạch Đằng
2 HD ホアン・ディエウ Hoàng Diệu
3 HVT ホアン・ヴァン・トゥ Hoàng Văn Thụ
4 LL レ・ロイ Lê Lợi
5 NH グェン・フエ Nguyễn Huệ
6 NTH グェン・タイ・ホック Nguyễn Thái Học
7 NTM グェン・ティ・ミン・カイ Ngyễn Thị Minh Khai
8 PBC ファン・ボイ・チャウ Phan Bội Châu
9 PCT ファン・チャウ・チン Phan Châu Trinh
10 TL ティエウ・ラ（チャン・クィ・Tiểu La(Trần Quý Cáp)










































1 ①全公型 国 公的機関（クァンナム・ダナン省、ホイアン市、海外組織（日本からの寄付等））道路
2 ②-1費用個人型道路 国 個人 道路
3 ②-2費用個人型路地 国 個人 路地
4 ③-1全個型道路 個人 個人 道路
5 ③-2全個型路地 個人 個人 路地
6 ④-1費用公型道路 個人 公的機関（クァンナム・ダナン省、ホイアン市、海外組織（日本からの寄付等））道路
7 ④-2費用公型路地 個人 公的機関（クァンナム・ダナン省、ホイアン市、海外組織（日本からの寄付等））路地
8 ⑤-2共公型路地 共同体 公的機関（クァンナム・ダナン省、ホイアン市、海外組織（日本からの寄付等））路地
9 ⑥-1共個型道路 共同体 個人 道路









































No. 住所 等級 修理年 用途 分類
1 LL21 S 1992-2004 祠堂兼住居兼見学場所 ④-1
2 NTM16 S 2006/2007/2008 祠堂兼住居 ③-1
3 TP80 S 1993-1995 博物館 ①
4 TP48 S 1997/1998 店舗、画廊兼住居 ①
5 TP24 S 2001 寺院 ①
6 TP77 S 2003/2008/2009 住居（見学場所） ③-1
7 TP96 S 2008 祠堂兼住居 ③-1
8 BD76 C1 2007/2008/2009 店舗兼住居 ③-1
9 HVT17 C1 2001 店舗兼住居 ④-1
10 HVT23 C1 2000 店舗兼住居 ①
11 HVT25 C1 2006 店舗兼住居 ③-1
12 LL57 C1 2003 店舗 ③-1
13 LL55 C1 2004 飲食店 ③-1
14 LL94 C1 2006 店舗兼住居 ③-1
15 NTH60 C1 1998 飲食店 ①
16 NTH21 C1 1999 店舗兼住居 ①
17 NTH33 C1 1999 博物館 ①
18 NTH46 C1 1999 画廊 ①
19 NTH92 C1 1999 店舗兼住居 ①
20 NTH115 C1 2000/2001 店舗兼住居 ④-1
21 NTH132 C1 2001/2001 店舗兼住居 ①
22 NTH52 C1 2002 店舗兼住居 ②-1
23 NTH104 C1 2002 店舗兼住居 ①
24 NTH126 C1 2002 祠堂兼住居 ③-1
25 NTH103 C1 2003 店舗 ①
26 NTH81 C1 2005/2008 店舗兼住居 ①
27 NTM6 C1 1999 店舗 ①
28 NTM11 C1 2006 店舗兼住居 ③-1
29 TP121 C1 1994/1996 飲食店兼十他虚 ①
30 TP142 C1 1996 店舗兼住居 ④-1
31 TP71 C1 2001 店舗兼住居 ①
32 TP117 C1 2003 店舗兼住居 ①
33 TP38 C1 2004 飲食店兼住居 ①
34 TP53 C1 2004 店舗兼住居 ①
35 TP62 C1 2006 店舗兼住居 ③-1
36 TP33 C1 2007/2008/2010 店舗 ①
37 TP84 C1 2007/2008/2009/2010 祠堂兼住居 ⑤-1
38 TP113 C1 2007 店舗兼住居 ③-1
39 BD94 C2 1999/2001 飲食店 ④-1
40 BD60 C2 2006 店舗兼住居 ③-1
41 HVT2 C2 1997 店舗 ①
42 HVT11 C2 2004 店舗兼住居 ①
43 HVT21 C2 2005 店舗兼住居 ③-1
44 LL45 C2 2003 旅行代理店 ①
45 LL49 C2 2005 店舗兼住居 ①
46 LL62 C2 2005 店舗兼住居 ①
47 LL82 C2 2006 店舗兼住居 ③-1
48 LL92 C2 2006 店舗兼住居 ③-1
49 LL50 C2 2007 店舗（兼住居） ③-1
50 NTH90 C2 1997/2004 画廊兼住居 ①
51 NTH113 C2 1998 店舗 ④-1
52 NTH114 C2 1999 住居 ①
53 NTH100 C2 1999/2004 店舗兼住居 ①
54 NTH28 C2 2000/2005 店舗 ①
55 NTH55 C2 2000 店舗兼住居 ①
56 NTH84 C2 2000 店舗兼住居 ①
57 NTH15 C2 2001 店舗兼住居 ①








































No. 住所 等級 修理年 用途 分類
59 NTH117 C2 2001/2002 画廊兼住居 ④-1
60 NTH53 C2 2001 店舗兼住居 ①
61 NTH19 C2 2002 空き家 ①
62 NTH130 C2 2002 博物館 ①
63 NTH98 C2 2003 飲食店兼住居 ④-1
64 NTH48 C2 2004 店舗（兼住居） ①
65 NTH50 C2 2004 店舗兼住居 ①
66 NTH61 C2 2004 店舗兼住居 ①
67 NTH118 C2 2005 店舗兼住居 ①
68 NTH91 C2 2006 店舗（兼住居） ③-1
69 NTH34 C2 2007 店舗兼住居 ③-1
70 NTH59 C2 2007 飲食店 ①
71 NTH69 C2 2007/2008 店舗兼住居 ③-1
72 NTH72 C2 2007 病院 ①
73 NTH108 C2 2007 飲食店 ①
74 NTH67 C2 2008/2009/2010 店舗 ①
75 NTM12 C2 2006 画廊（兼住居） ②-1
76 PBC36 C2 2001/2004 店舗兼住居 ④-1
77 PBC33 C2 2002 観光局事務所 ①
78 PBC34 C2 2002/2005 診療所 ①
79 PBC35 C2 2002 観光局事務所 ①
80 PBC45 C2 2005 店舗兼住居 ①
81 PBC38 C2 2006 店舗兼住居 ③-1
82 PCT21 C2 2002/2007/2008 祠堂兼住居 ③-1
83 TP115 C2 1999/2000 店舗兼住居 ④-1
84 TP125 C2 1999/2000 店舗兼住居 ②-1
85 TP34 C2 2001 店舗（兼住居） ③-1
86 TP95 C2 2001 画廊（兼住居） ③-1
87 TP154 C2 2001 店舗（兼住居） ①
88 TP174 C2 2002 店舗（兼住居） ①
89 TP30 C2 2003 入場券売り場 ①
90 TP91 C2 2004 店舗 ①
91 TP123 C2 2004 店舗（兼住居） ①
92 TP172 C2 2004 店舗（兼住居） ①
93 TP129 C2 2006 見学場所兼住居 ④-1
94 BD44 C3 2001 店舗兼住居 ③-1
95 BD84b C3 2001 店舗兼住居 ③-1
96 BD22 C3 2003/2004 不明 ①
97 BD24 C3 2003/2004 不明 ①
98 HD41 C3 2005 店舗兼住居 ③-1
99 HVT4 C3 2004 店舗兼住居 ①
100 LL52 C3 2001 店舗（兼住居） ③-1
101 LL29 C3 2004 店舗兼住居 ③-1
102 LL61 C3 2004 店舗兼住居 ①
103 LL42 C3 2006 店舗倉庫 ③-1
104 LL80 C3 2006 店舗兼住居 ③-1
105 NH14B C3 1999 店舗（兼住居） ―
106 NH16 C3 2005 店舗（兼住居） ①
107 NH20 C3 2005 店舗（兼住居） ①
108 NH22 C3 2005 飲食店兼店舗 ①
109 NH24 C3 2005 店舗（兼住居） ①
110 NH14 C3 2005 店舗（兼住居） ①
111 NH12 C3 2006/2008 店舗（兼住居） ①
112 NTH9 C3 1999 博物館 ①
113 NTH76 C3 2000 店舗 ③-1
114 NTH38 C3 2001 店舗兼住居 ③-1
115 NTH116 C3 2002 店舗兼住居 ①








































No. 住所 等級 修理年 用途 分類
117 NTH97 C3 2003 店舗（兼住居） ①
118 NTH99 C3 2003 店舗（兼住居） ①
119 NTH58 C3 2004 店舗 ①
120 NTH23 C3 2005/2005 店舗 ①
121 NTM31 C3 1992-2004 画廊（兼住居） ④-1
122 NTM20 C3 2003 店舗兼住居 ③-1
123 NTM34 C3 2003 店舗兼住居 ①
124 NTM35 C3 2003 住居 ④-1
125 NTM36 C3 2003 店舗兼住居 ①
126 NTM18 C3 2006 画廊兼店舗 ③-1
127 NTM44 C3 2006 住居 ③-1
128 PCT7 C3 1997/2007/2008 店舗兼住居 ②-1
129 PCT8 C3 2005 飲食店兼店舗 ①
130 PCT34 C3 2004 店舗 ①
131 PCT3 C3 2006 住居 ③-1
132 PCT28 C3 2006 住居 ③-1
133 PCT53 C3 2006/2008/2010 公安 ①
134 TL31 C3 2006/2008 店舗兼住居 ③-1
135 TP152 C3 2000 店舗兼住居 ③-1
136 TP100 C3 2002 店舗 ①
137 TP54 C3 2004 画廊（兼住居） ①
138 TP27 C3 2005 飲食店（兼住居） ③-1
139 TP57 C3 2005/2008 事務所 ①
140 TP118 C3 2005 画廊（兼住居） ①
141 TP89 C3 2007 店舗兼住居 ①
142 BD46 C4 2004 飲食店兼住居 ④-1
143 BD48 C4 2004/2006 飲食店兼住居 ②-1
144 BD42 C4 2006/2008 店舗（兼住居） ③-1
145 BD8 C4 2009 住居 ③-1
146 BD54B C4 2009 店舗兼住居 ③-1
147 HD19 C4 2004 店舗兼住居 ③-1
148 HD39 C4 2008 店舗兼住居 ③-1
149 HD13 C4 2009 店舗兼住居 ③-1
150 NTH26 C4 1997 人民委員会 ①
151 NTH78 C4 2003 画廊兼住居 ③-1
152 NTH51 C4 2004 工場 ①
153 NTH11 C4 2006 店舗兼住居 ③-1
154 NTM42 C4 2006 画廊（兼住居） ③-1
155 NTM53 C4 2007 店舗（兼住居） ③-1
156 NTM57 C4 2007/2008 画廊（兼住居） ③-1
157 PBC64 C4 2003 店舗兼住居 ③-1
158 PCT2A C4 2004 店舗兼住居 ④-1
159 PCT133 C4 2004 住居 ④-1
160 PCT14 C4 2005 工場兼住居 ③-1
161 PCT1 C4 2006 住居 ②-1
162 PCT71B C4 2006 店舗 ③-1
163 PCT97 C4 2006 住居 ③-1
164 PCT68 C4 2008 住居 ③-1
165 PCT2B C4 2009 店舗兼住居 ③-1
166 TP63 C4 2002 店舗兼住居 ①
167 TP51 C4 2004 店舗兼住居 ①










































1) レ・ロイ 21（21 Lê Lợi） 
 
 特級の個人所有の家屋。1992 年から 2004 年まで日本人専門家に依り修理協力が
行われた。資金も日本側が提供している。 

















































































祠堂 2011 年調査時平面図注 2） 
































































































































































































注 1 文化庁文化財部「旧国際商業港ホイアンにおける国際協力事業の記録」平成 15 年より転載。縮尺は
報告書のまま。 








2) グエン・ティ・ミン・カイ 16 （16 Nguyễn Thị Minh Khai） 
 
 特級の個人所有の家屋。2006 年、2007 年、2008 年に個人の資金で修理された。 
 調査時には、ホイアン史跡事務所の管理下に移っており、芸術家夫妻が借りている。住

















































































































型に前・後家を連絡する。総 2 階建てで、2 階の床レベルは同一である。前家は桁行 3 間、
播磨 3 間、棟を道路に並行に置く切妻造で、2 階は全面と背面の橋家の取りつく西半分以外
にベランダを張り出す。前後のベランダは 2 階の床張りを持ち出し、先端にベランダ柱を
立てるので、梁間は 5 間となる。通し柱は正面の両端と背面の両端及び西から 2 本めのみ







に 2 階部分の被害が重篤で、2 階東妻の正面から第 3 柱の上部には巨大な白蟻の営巣が認め
られ、柱の欠損した部分にはモルタルが詰められて補強されていた。」3) 
 「後家 2 階全面西間の柱間装置は類例に倣い整備した。傾斜している後家の背面煉瓦壁
には鉄筋コンクリートの補強柱を各柱位置の背後に添え、妻面の窓には硝子戸を仮説した。 
 後庭に見学者用便所を新築、後家東側の差しかけは管理人用の住居として改装。中庭東



























































注 1～4.文化庁文化財部「旧国際商業港ホイアンにおける保存協力事業の記録」平成 15 年






































































































































































































4) チャン・フー48 (48Trần Phú) 
 
































































































































































































































































































































































































































































































































8) バク・ダン 76 （76 Bạch đàn） 
 
 等級 1 の個人所有の家屋。2007 年、2008 年、2009 年に個人の資金で修理された。桁行
3 間で前家は平屋、付属屋が 2 階建の家屋である。中庭、橋家、後家はない。伝統的な様式
であるのは前家のみであり、付属屋は 2 階建ての壁構造である。 
 現在は、前家がレストランとして使用されている。調理場は付属屋におかれている。道
路から見た部分は屋根が陰陽瓦で葺かれており伝統的様式に倣ったものとなっている。前
家は礎石に丸柱が建てられ、継木された様子がうかがえる。柱表面から 20 本中 10 本が新














































































































































9) ホアン・ヴァン・トゥ 17（17Hoàng Văn Thụ） 
 個人所有の等級 1 の家屋。2001 年に個人の資金で修理された。 
 
 
                       

















































































修理計画 2 階平面図 
現状 2 階平面図 
修理後 1 階平面図 
現状 1 階平面図 






































































10) ホアン・ヴァン・トゥ 23（23Hoàng Văn Thụ） 
 
 国所有の等級 1 の家屋。2000 年に省の予算で修理された。桁行 3 間、梁行 3 間だが、庇
部分を入れると 4 軒となる。後に付属屋として桁行 3 間、梁行 3 間 2 階建ての棟がある。













































































11) ホアン・ヴァン・トゥ 25（25Hoàng Văn Thụ） 
 


















































































2011 年 8 月調査 1 階平面図 
2 階平面図－1 


























        
 
 





















2011 年 8 月調査時 2 階平面図
2 階修理後平面図 2 階現状平面図 
現状断面図 修理計画断面図 





















































































































12) レ・ロイ 57 （57 Lê Lợi） 
 
 個人所有の等級 1 の家屋。2003 年に個人の資金で修理された。 
 借家として貸し出されており、フランス語圏の経営者が服飾店を営んでいる。 
(1)構造 














修理後は 2 階部分が増築されたためファサードにも変化が見られる。 
 
 





























































































































































































































































13) レ・ロイ 55 （55 Lê Lợi） 
 


































































































































































































































































































































































14) レ・ロイ 94 （94 Lê Lợi） 
 
 等級 1 の個人所有の家屋。2006 年に個人の資金で修理された。 










 2 階も階段の位置が変更され、2 階に手すりが付けられた。また、壁面の移動と取り外し
が見られる。後部の洗面所は中央の柱に壁が設けられ、狭くなった。寝室は、壁が取り外






























































































































































































15) グエン・タイ・ホック 60 (60 Nguyễn Thái Học) 
 




 前家、橋家、後家で構成され、総 2 階である。橋家に設置された階段から上がれる。
部材の補修は材料を多く遺すような継が見られ、日本人専門家の影響が見られる。橋家階
段横の角柱は、下部に継がありこの家屋で珍しい。 

































































































































































16) グエン・タイ・ホック 21（21 Nguyễn Thái Học） 
 
 等級 1 の国所有の家屋。1999 年に省の資金で修理された。その後屋根瓦の腐朽や柱の劣
化が報告されているが、現時点まで修理は行われていない。1999 年の修理は主に居住空間
を拡大するために行われたと言える。 




れ、修理前後で区変わらない。修理費用は 45530 万ドン（約 22765 米ドル）である。調査




杖が撤去されたことだている。これは前屋 2階の軒の重量に 2階床が耐えられず補助柱を 1階に
入れていたものと思われるが、建設当初のものではない構造のために傷んだ部分を修理した後、
撤去したものと思われる。 






























示されている(図 5(1)-4)。加えて前家 2 階の壁面塗装の剥落(図 5(1)-5)、床材の劣化が指摘さ







































































































































































































17) グエン・タイ・ホック 33（33 Nguyễn Thái Học） 
 
 国所有、等級 1 の町家形式の家屋。ホイアン史跡管理事務所の管理下にあり、全面的に
博物館として使用されている。1999 年に省の資金で修理された。 
 前家、橋家、後家で構成され、Bạch đàn（バク・ダン）通りまで続いている。博物
館の入り口は Nguyễn Thái Học（グエン・タイ・ホック）通りにある。1986 年の計画図








 2 か所に中庭が設置されていたが、1990 年代の調査時点では消失している。その後もな











 正面入り口は、道路から約 1.5 メートル奥まっていたが、1990 年の調査時点では入り口
の位置を変えず、居室内に 1.5 メートル分が取りこまれている。 
















































































































































































































































































































































































































































18) グエン・タイ・ホック 46（46Nguyễn Thái Học） 
 
 国所有等級 1 の家屋。1999 年に省の予算で修理された。ホイアン史跡管理事務所の管理
下にあり、画廊として使われている。 




































































































































































































19) グエン・タイ・ホック 92（92 Nguyễn Thái Học） 
 
 等級 1 の国所有の家屋。1999 年に省の予算で修理した。 








































































































































































































20) グエン・タイ・ホック 115（115 Nguyễn Thái Học） 
 








 グエン・タイ・ホック通り（Nguyễn Thái Học）側は 4 間弱、バック・ダン通り側は東























































































































21) グエン・タイ・ホック 132（132Nguyễn Thái Học） 
81 
 
21) グエン・タイ・ホック 132（132Nguyễn Thái Học） 
 
























































22) グエン・タイ・ホック 52（52Nguyễn Thái Học） 
 













の柱は 3 本が取替えの指示を出されている。 

















 2 階は、荷揚げ用の床の蓋は維持されている。全面開口部は形式が変更され、中央は 4 枚
の戸が設置され、左右は観音開きの扉である。両側の観音開きの扉は取替えが指示されて
いる。木製の階段及び欄干は取り替えが指示されている。床も 70％の取替えが出されてい







































































































































































































































































































23) グエン・タイ・ホック 104（104 Nguyễn Thái Học） 
 
 国所有、等級 1 の家屋。店舗兼住居として使用されている。前家、橋家、後家があり中


















































































































































24) グエン・タイ・ホック 126（126 Nguyễn Thái Học） 
 

















































































































































































































































25) グエン・タイ・ホック 103（103Nguyễn Thái Học） 
 
 2003 年に JICA の予算で修理された国所有、等級 1 の家屋である。前家、橋家、後家と
中庭、後庭から構成される総 2 階の町家である。全面店舗及び工場として使用されている。
前家の 1，2 階が店舗であり、後家の 1，2 階は工場として使用されている。後庭は便所が
設置されている。住居としては使われていない。 
 店舗経営者の意向に依り、店舗として使用されている前家 1 階及び 2 階、橋家 1 階、2
































































































































































































































26) グエン・タイ・ホック 81（81Nguyễn Thái Học） 
101 
 
26) グエン・タイ・ホック 81（81Nguyễn Thái Học） 
 
 等級 1 の国所有の家屋で 2005 年と 2008 年にホイアン市の予算で修理された。 






































継 a 継 b 
継 d 継 e 
継 c 
埋め f



































































































































































































































27) グエン・ティ・ミン・カイ 6 （6 Nguyễn Thị Minh Khai） 
 
 等級 1 の国所有の家屋。1999 年にホイアン市及び日本の大成建設の資金で修理された。
ホイアン史跡管理事務所の管理下にある、土産物屋であるため、居住空間はなく全面が店











後庭にある台所は 1 か所から 3 か所に増やし、中庭にも台所を作り合計 4 か所の台所を作
った。2 階に配置されていた先祖壇は取り払われ、部屋に置かれている。吹き抜けがあった
が、全て床で覆われた。橋家の柱 2 本のみが丸型だが、修理後は取り外されている。 


















































































































































































































































































































28) グエン・ティ・ミン・カイ 11（11 Nguyễn Thị Minh Khai） 
 
 個人所有の等級 1 の家屋。2006 年に個人の資金で修理された。前家、橋家、後家の 1 階
部分は土産物屋として使用されている。2 階があるのは前家のみである。後家の後部にさら
に付属屋が置かれ、トゥ・ボン川沿いまで続いている。敷地は西側に緩やかに曲がり、南












































29) チャン・フー121（121 Trần Phú） 
 
































注１ 文化庁文化財部「旧国際商業港ホイアンにおける保存協力事業の記録」平成 15 年 3
月 p20 


































































































































































































































































30) チャン・フー142（142 Trần Phú） 
 



















































































































































本 2 に倣う様式となっている。 




31) チャン・フー71（71 Trần Phú） 
 
 等級 1 の国所有の家屋。2001 年にホイアン市の予算で修理された。 
前家、橋家、後家を有する家屋である。チャン・フー通りの南側に位置し、南北に細長い
敷地である。桁行 2 間で井戸を有することも特徴の一つである。 
 家屋所有者と店舗の借り手は異なり、店舗は靴と鞄を扱っている。 












































































































































































































































32) 117 Trần Phú（チャンフー117） 
128 
 
































































33) チャン・フー38（38Trần Phú） 
 
等級 1。国の所有である。2004 年に市の予算で修理された。前家、橋家、後家から構成





































































































































































































































































































































34) チャン・フー53（53Trần Phú） 
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34) チャン・フー53（53Trần Phú） 
 
 国所有の建造物で土産物屋兼喫茶店として使用されている。前家、橋家、後家で構成さ






















































































































































































































































































35) チャン・フー62（62 Trần Phú） 
 
 等級 1 の個人所有の家屋。土産物屋。 
 2006 年に個人の資金で修理された。ただ、1994 年の調査時と 1998 年の調査時には平面
に変更がある。町家形式の家屋は中央が通路として使用されることが多いが、1998 年時手
根は、東側に壁が設置されている。 




 中庭はなく、隣接するチャン・フー64 に位置する中華會館の敷地と接続している。 
 変更点としては、室内に風呂及び便所が設置された点、増設された棟に 2 階が設置され
た点が挙げられる。増設棟は、1994 年の断面図と比較すると屋根高が 2011 年と異なるた





































































































































































36) チャン・フー33 （33 Trần Phú） 
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37) チャン・フー84（84 Trần Phú） 
 







 2007 年から 2008 年、2009 年、2010 年にわたって個人の資金で修理が行われている。
番付がいくつかの部材に残る。 
（1）構造 
 主屋は桁行 3 間、梁間 3 間の合掌造り。祠堂は桁行、梁行 間の合掌造りである。主屋
の前に壁を持たない空間が作られ、小屋組は貴族の邸宅であるレ・ロイ 21（21 Lê Lợi）と
類似の形式である。 
（2）中庭 
 中庭はないが、チャン・フー通り（đường Trần Phú）からアクセスする道路が細く、主
屋前面に空間がある。また、祠堂と主屋の間にも空間があり装飾が施された壁面がある。 
（3）その他 
 地表面は、全体的に見て北部の方が高い。断面図によると祠堂は主屋より 0.335cm 高く、

























































































































































































































































































































38) チャン・フー113（113 Trần Phú） 
 




























































































































































39) バック・ダン 94（94Bạch Đằng） 
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39) バック・ダン 94（94Bạch Đằng） 
 
 川沿いに面するバック・ダン通りに位置し、1999 年と 2001 年にホイアン市の予算で修




















































40) バク・ダン 60 (60 Bạch Đằng) 
 










































41) ホアン・ヴァン・トゥ 2 (2Hoa ̀ng Văn Thụ） 
157 
 
41) ホアン・ヴァン・トゥ 2 (2Hoa ̀ng Văn Thụ） 
  


















































42) ホア・ヴァン・トゥ 11 (11Hoàng Văn Thụ) 
 









































43) ホア・バン・トゥ 21 (21 Hoàng Văn Thụ) 
 













































44) レ・ロイ 45 (45Lê Lợi) 
 




























































































































































45) レ・ロイ 49 (49Lê Lợi) 
 












































46) レ・ロイ 62 (62Lê Lợi) 
 













































47) レ・ロイ 82 (82 Lê Lợi) 
 













































48) レ・ロイ 92 (92 Lê Lợi) 
 











































































































49) レ・ロイ 50(50 Lê Lợi) 
 
 2007 年に個人の予算で修理された等級 2、個人所有の家屋である。店舗として使用され



















50) グエン・タイ・ホック 90（90Nguyễn Thái Học） 
169 
 
50) グエン・タイ・ホック 90（90Nguyễn Thái Học） 
 
 グエン・タイ・ホック通りの南側に位置する等級 2、国所有の家屋である。1997 年と 2004
年にそれぞれホイアン市と省の予算で修理された。ファサードは古都ホイアンのフレンチ





















































51) グェン・タイ・ホック 113(113 Nguyễn Thái Học ) 
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51) グェン・タイ・ホック 113(113 Nguyễn Thái Học ) 
 
 1998 年にホイアン市と JICA の予算で修理された等級 2、個人所有の家屋である。店舗
として使用されている。内部は全面が店舗として使用されているためか柱構造で伝統的な




















53) グエン・タイ・ホック 100 (100 Nguyễn Thái Học) 
 


































































































54) グエン・タイ・ホック 28 (28Nguyễn Thái Học) 
 





















































55)グエン・タイ・ホック 55 (55 Nguyễn Thái Học) 
 




































































56) グエン・タイ・ホック 84 (84Nguyễn Thái Học) 
 

















































57) グエン・タイ・ホック 15 (15Nguyễn Thái Học) 
 














































































































58)グエン・タイ・ホック 17 (17Nguyễn Thái Học) 
 



































































































59) グエン・タイ・ホック 117（117Nguyê ̃n Thái Học） 
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59) グエン・タイ・ホック 117（117Nguyê ̃n Thái Học） 
 
 等級 2 に分類され、2001 年、2002 年に JICA とホイアン市の資金でそれぞれ修理された
個人所有の 2 階建て家屋である。2011 年調査時は画廊兼住居として使用されていた。前家
に当たる部分のみで構成され、後部に水回りが集中し、1 階が画廊、2 階が作業場と生活空































59) グエン・タイ・ホック 117（117Nguyê ̃n Thái Học） 
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60)グエン・タイ・ホック 53 (53 Nguyễn Thái Học) 
 
 2001 年に省の予算で修理された等級 2、国所有の家屋。全体が人民委員会としてに使用

















































































































































62) グエン・タイ・ホック 130 (130 Nguyễn Thái Học) 
 













































63) グエン・タイ・ホック 98 (98 Nguyễn Thái Học) 
 
















































































































64) グエン・タイ・ホック 48(48 Nguyễn Thái Học) 
 



































65) グエン・タイ・ホック 50(50 Nguyễn Thái Học) 
 



































66) グエン・タイ・ホック 61(61 Nguyễn Thái Học) 
 




















































67) グエン・タイ・ホック 118 (118 Nguyễn Thái Học) 
 
























































































68) グエン・タイ・ホック 91 (91 Nguyễn Thái Học) 
 
 2006 年に個人の予算で修理された等級 2、個人所有の家屋で、前家 1 階は店舗として使























69) グエン・タイ・ホック 34 (34 Nguyễn Thái Học) 
 
 2007 年に個人の予算で修理された個人所有、等級 2 の家屋。店舗兼住居である。前家と
























70) グエン・タイ・ホック 59 (59 Nguyễn Thái Học) 
 
































































71) グエン・タイ・ホック 69 (69 Nguyễn Thái Học) 
 

























































72) グエン・タイ・ホック 72 (72 Nguyễn Thái Học) 
 


































73) グエン・タイ・ホック 108 (108 Nguyê ̃n Thái Học) 
 












































































































74) グエン・タイ・ホック 67 (67 Nguyễn Thái Học) 
 
 2008 年、2009 年、2010 年にホイアン市の予算で修理された等級 2、国所有の家屋であ
る。全面が店舗として使用されているため居住空間はない。前家平屋、橋家、後家共に平







































































































75) グエン・ティ・ミン・カイ 12 (12 Ngyê ̃n Thị Minh Khai) 
 


























76) ファン・ボイ・チャウ 36 (36 Phan Bội Châu) 
 














































































































77)79) ファン・ボイ・チャウ 33,35 (33,35 Phan Bội Châu) 
 
 2002 年にクアンナム・ダナン省の予算で修理された国所有、等級 2 の家屋である。ホイ












































中庭。33 番と 35 番が連続しており、
その中心に前家と後家をつなぐため
の廊下がある。 










































78) ファン・ボイ・チャウ 34 (34 Phan Bội Châu) 
 
 2002 年にクアンナム・ダナン省の、2005 年にホイアン市の予算で修理された等級 2、国


















































































80) ファン・ボイ・チャウ 45 (45 Phan Bội Châu) 
 



















































81) ファン・ボイ・チャウ 38 (38 Phan Bội Châu) 
 





















82) ファン・チャウ・チン 21 (21Phan Châu Trinh) 
 






























































































83) チャン・フー115 (115Trâ ̀n Phú) 
 
 1999 年と 2000 年に日本の予算で修理された個人所有の等級 2 の家屋で、店舗兼住居であ


























































































































































85)チャン・フー34（34 Trần Phú） 
 











































86)チャン・フー95 (95Trần Phú) 
 
















































87)チャン・フー154 (154Trần Phú) 
 





































88) チャン・フー174 (174Trâ ̀n Phú) 
 







































89) チャン・フー30 (30Trần Phú ) 
 




































90) チャン・フー91 (91Trần Phú ) 
 



































91) チャン・フー123 (123Trâ ̀n Phú ) 
 
 2004 年にクアンナム・ダナン省の予算で修理された等級 2、国所有の家屋。前家 1 階は
店舗として使用されている。モルタル仕上げで柱がない壁構造の家屋である。中庭と 2 階
は所有者の意向により調査できなかった。前家 1 階には当初から残る部分が見られなかっ















































92) チャン・フー172 (172 Trần Phú) 
 




















































93) チャン・フー129(129 Trần Phú) 
 










































































































































































94) バク・ダン 44(44 Bạch Đằng) 
 
2001 年に個人の資金で修理された等級 3、個人所有の家屋。店舗兼住居として使用され









































































































95) バク・ダン 84b(84b Bạch Đằng) 
 
















































96)97) バク・ダン 22,24 (22,24 Ba ̣ch Đằng) 
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96)97) バク・ダン 22,24 (22,24 Ba ̣ch Đằng) 
 






































































































99) ホア・バン・トゥ 4 (4 Hoàng Văn Thụ) 
 























































100) レ・ロイ 52 (52 Lê Lợi) 
  











































101) レ・ロイ 29 (29 Lê Lợi) 
 


























































102) レ・ロイ 61 (61 Lê Lợi) 
238 
 
102) レ・ロイ 61 (61 Lê Lợi) 
 
 2004 年にクアンナム・ダナン省の予算で修理された等級 3、国所有の家屋で店舗兼住居
として使用されている。交差点の角に立っているが、南北方向の道路に面しているため前
家と付属屋から構成される。調査は前家及び付属屋の 1 階のみである。 
 全体的に伝統的な要素は天井やその棟の構成、屋根の形にしか見られないが、現代的に











































103)レ・ロイ 42 (42 Lê Lợi) 
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103)レ・ロイ 42 (42 Lê Lợi) 
 
















































104)レ・ロイ 80 (80 Lê Lợi) 
240 
 
104)レ・ロイ 80 (80 Lê Lợi) 
 
 2006 年に個人の資金で修理された等級 3、個人所有の家屋である。店舗兼住居として使
用されている。木材で仕上げられた内部は、根太が張られた天井は伝統的な要素があると
言える。ただし、他は木材を使用しながらも現代的な手法を用いたり、合板を用いたりす


































































































105)グエン・フエ 14B (14B Nguyễn Huệ) 
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105)グエン・フエ 14B (14B Nguyễn Huệ) 
 





































106)グエン・フエ 16 (16 Nguyễn Huệ) 
243 
 
106)グエン・フエ 16 (16 Nguyễn Huệ) 
 







































107)グエン・フエ 20 (20 Nguyễn Huệ) 
244 
 
107)グエン・フエ 20 (20 Nguyễn Huệ) 
 






































108)グエン・フエ 22 (22 Nguyễn Huệ) 
245 
 
108)グエン・フエ 22 (22 Nguyễn Huệ) 
 




































































































109)グエン・フエ 24 (24 Nguyễn Huệ) 
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109)グエン・フエ 24 (24 Nguyễn Huệ) 
 






































111)グエン・フエ 12(12 Nguyễn Huệ) 
248 
 
111)グエン・フエ 12 (12 Nguyễn Huệ) 
 


























































112) グエン・タイ・ホック 9（9Nguyễn Thái Học） 
 
 建物全面が博物館として使用されている国所有、等級 3 の建造物である。グエン・タイ・
ホック通りの南側に位置する。修理は、1999 年にクァンナム・ダナン省の予算で行われた。 



































































































113) グエン・タイ・ホック 76 (76 Nguyễn Thái Học) 
 








































114) グエン・タイ・ホック 38 (38 Nguyễn Thái Học) 
 
 2001 年に個人の資金で修理された個人所有の家屋。店舗兼住居として使用されている。
所有者の意向で 1 階の調査のみである。 








































115) グエン・タイ・ホック 116 (116 Nguyê ̃n Thái Học) 
253 
 
115) グエン・タイ・ホック 116 (116 Nguyễn Thái Học) 
 
 2002 年にクアンナム・ダナン省の予算で修理された等級 3、国所有の家屋で店舗兼住居
として使用されている。伝統的な様式に整備されている理由に、国所有で省の予算で修理






































































































116) グエン・タイ・ホック 35 (35 Nguyễn Thái Học) 
255 
 
116) グエン・タイ・ホック 35 (35 Nguyễn Thái Học) 
 































































































117) グエン・タイ・ホック 97 (97 Nguyễn Thái Học) 
257 
 
117) グエン・タイ・ホック 97 (97 Nguyễn Thái Học) 
 













































118) グエン・タイ・ホック 99 (99 Nguyễn Thái Học) 
 
 2003 年に個人の予算で修理された等級 3、個人所有の家屋。店舗として使用されており、





















































119) グェン・タイ・ホック 58 (58 Nguyễn Thái Học) 
 






















































120)グエン・タイ・ホック 23 (23 Nguyễn Thái Học) 
260 
 
120)グエン・タイ・ホック 23 (23 Nguyễn Thái Học) 
 
























































































































































121) グエン・ティ・ミン・カイ 31（31 Ngyê ̃n Thị Minh Khai） 
 











































122) グエン・ティ・ミン・カイ 20（20 Ngyê ̃n Thị Minh Khai） 
 




















































123) グエン・ティ・ミン・カイ 34（34 Ngyê ̃n Thị Minh Khai） 
 







































































































124) グエン・ティ・ミン・カイ 35（35 Ngyễn Thị Minh Khai） 
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124) グエン・ティ・ミン・カイ 35（35 Ngyê ̃n Thị Minh Khai） 
 





































125) グエン・ティ・ミン・カイ 36（36 Ngyễn Thị Minh Khai） 
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125) グエン・ティ・ミン・カイ 36（36 Ngyê ̃n Thị Minh Khai） 
 




























































































126)グエン・ティ・ミン・カイ 18(18 Ngyễn Thị Minh Khai) 
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126)グエン・ティ・ミン・カイ 18(18 Ngyễn Thị Minh Khai) 
 















































127)グエン・ティ・ミン・カイ 44(44 Ngyễn Thị Minh Khai) 
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127)グエン・ティ・ミン・カイ 44(44 Ngyễn Thị Minh Khai) 
 




















































128) ファン・チャウ・チン 7（7Phan Châu Trinh） 
 

















































げ。修理が 3 回行われており 2007 年
より前に施工されたとすれば、その後
基準に沿って直していないといえる。
129)ファン・チャウ・チン 8 (8 Phan Châu Trinh) 
273 
 
129)ファン・チャウ・チン 8 (8 Phan Châu Trinh) 
 























































130)ファン・チャウ・チン 34 (34 Phan Châu Trinh) 
 






















































131)ファン・チャウ・チン 3(3 Phan Châu Trinh) 
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131)ファン・チャウ・チン 3(3 Phan Châu Trinh) 
 
 2006 年に個人の予算で修理された等級 3、個人所有の家屋。住居として使用されている。 
 内部は壁構造で柱はない。平屋の前家を有する点が伝統的な要素を維持しているといえ、









































132)ファン・チャウ・チン 28(28 Phan Châu Trinh) 
276 
 
132)ファン・チャウ・チン 28 (28 Phan Châu Trinh) 
 














































133)ファン・チャウ・チン 53(53 Phan Châu Trinh) 
277 
 
133)ファン・チャウ・チン 53 (53 Phan Châu Trinh) 
 









































134)ティエウ・ラ（チャン・クィ・カップ） 31(31 Tiểu La(Trần Quý Cáp)) 
278 
 
134)ティエウ・ラ（チャン・クィ・カップ） 31(31 Tiểu La(Trần Quý Ca ́p)) 
 























































135) チャン・フー152 (152 Trần Phú) 
 










































































































136) チャン・フー100 (100 Trần Phú) 
 
 2002 年にクアンナム・ダナン省の予算で修理された等級 3、国所有の家屋。店舗として
使用されている。前家は平屋で伝統的な様式だが、後家は 3 階建てとなっており、現代的
なつくりである。全面が店舗として使用されている。115)グエン・タイ・ホック 116(116 
Nguyễn Thái Học) と比較すると後の棟は現代的だが、前家の伝統的な様式への整備は国が













































































































137)チャン・フー54 (54 Trần Phú) 
283 
 
137)チャン・フー54 (54 Trần Phú) 
 
 2004 年にクアンナム・ダナン省の予算で修理された等級 3、国所有の家屋。前家は画廊
として使用されている。板壁で腰壁のある落し戸、右側開口部は観音開きの扉、陰陽瓦を




































138)チャン・フー27 (27 Trần Phú) 
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138)チャン・フー27 (27 Trần Phú) 
 




















































139)チャン・フー57 (57 Trần Phú) 
285 
 
139)チャン・フー57 (57 Trần Phú) 
 






































































































140)チャン・フー118 (118 Trần Phú) 
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140)チャン・フー118 (118 Trần Phú) 
 
 2005 年にホイアン市の予算で修理された等級 3、国所有の家屋であり、チャン・フー通
りに立地しているためファサードは伝統的な様式である。家屋は画廊として使用されてい











































141)チャン・フー89 (89 Trần Phú) 
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141)チャン・フー89 (89 Trần Phú) 
 


































































































142) バク・ダン 46 (46 Bạch Đằng) 
 























































143) バク・ダン 48 (48 Bạch Đằng) 
 





















































144) バク・ダン 42 (42 Bạch Đằng) 
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144) バク・ダン 42 (42 Bạch Đằng) 
 











































145) バク・ダン8 (8 Bạch Đằng) 
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145) バク・ダン 8 (8 Bạch Đằng) 
 

















































146) バク・ダン 54B (54B Bạch Đằng) 
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146) バク・ダン 54B (54B Bạch Đằng) 
 






































147) ホアン・ジエウ 19 (19 Hoàng Diê ̣u) 
295 
 
147) ホアン・ジエウ 19 (19 Hoàng Diê ̣u) 
 














































148) ホアン・ディエウ 39 (39 Hoàng Diệu) 
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148) ホアン・ディエウ 39 (39 Hoàng Diệu) 
 














































































149) ホアン・ディエウ 13 (13 Hoàng Diệu) 
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149) ホアン・ディエウ 13 (13 Hoàng Diệu) 
 
















































150) グエン・タイ・ホック 26（26 Nguyễn Thái Học） 
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150) グエン・タイ・ホック 26（26 Nguyễn Thái Học） 
 





















































151)グエン・タイ・ホック 78(78 Nguyễn Thái Học) 
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151)グエン・タイ・ホック 78(78 Nguyễn Thái Học) 
 






































152) グエン・タイ・ホック 51 (51 Nguyễn Thái Học) 
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152) グエン・タイ・ホック 51 (51 Nguyễn Thái Học) 
 





































































































153) グエン・タイ・ホック 11(11 Nguyễn Thái Học) 
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153) グエン・タイ・ホック 11(11 Nguyễn Thái Học) 
 

















































154) グエン・ティ・ミン・カイ 42(42 Ngyễn Thị Minh Khai) 
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154) グエン・ティ・ミン・カイ 42(42 Ngyễn Thị Minh Khai) 
 










































155) グエン・ティ・ミン・カイ 53 (53 Ngyễn Thị Minh Khai) 
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155) グエン・ティ・ミン・カイ 53 (53 Ngyê ̃n Thị Minh Khai) 
 






































156) グエン・ティ・ミン・カイ 57 (57 Ngyễn Thị Minh Khai) 
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156) グエン・ティ・ミン・カイ 57 (57 Ngyê ̃n Thị Minh Khai) 
 














































157)ファン・ボイ・チャウ 64 (64 Phan Bô ̣i Châu) 
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157)ファン・ボイ・チャウ 64 (64 Phan Bội Châu) 
 
 2003 年に個人の予算で整備された個人所有の家屋である。店舗兼住居として使用されて
















































































































159)ファン・チャウ・チン 133 (133 Phan Châu Trinh) 
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159)ファン・チャウ・チン 133 (133 Phan Châu Trinh) 
 










































160)ファン・チャウ・チン 14 (14 Phan Châu Trinh) 
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160)ファン・チャウ・チン 14 (14 Phan Châu Trinh) 
 












































161) ファン・チャウ・チン 1 (1 Phan Châu Trinh) 
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161) ファン・チャウ・チン 1 (1 Phan Châu Trinh) 
 
 2006 年に個人の予算で修理された等級 4、国所有の家屋である。平屋平入で陰陽瓦を葺


















































162) ファン・チャウ・チン 71B (71B Phan Châu Trinh) 
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163) ファン・チャウ・チン 97(97 Phan Châu Trinh) 
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163) ファン・チャウ・チン 97(97 Phan Châu Trinh) 
 

















































164) ファン・チャウ・チン 68 (68 Phan Châu Trinh) 
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164) ファン・チャウ・チン 68 (68 Phan Châu Trinh) 
 
 2008 年に個人の予算で整備された等級 4、個人所有の家屋である。住居として使用され















































165) ファン・チャウ・チン 2B (2B Phan Châu Trinh) 
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165) ファン・チャウ・チン 2B (2B Phan Châu Trinh) 
 















































166)チャン・フー63 (63 Trần Phú) 
316 
 
166)チャン・フー63 (63 Trần Phú) 
 




















































167)チャン・フー51 (51 Trần Phú) 
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167)チャン・フー51 (51 Trần Phú) 
 
 2004 年にクァンナム・ダナン省の予算で整備された等級 4、国所有の家屋である。店舗
兼住居として使用されている。国所有で、クァンナム・ダナン省の予算で修理されている
ためかファサード及び小屋組みを伝統的な様式へ整備されている。16）ファン・チャウ・











































168) チャン・フー146 (146 Trần Phú) 
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168) チャン・フー146 (146 Trần Phú) 
 




















































No. 住所 等級 修理年 用途 分類
1 NTM2/8 S 2006 祠堂 ⑤-2
2 LL56-10 C1 2002 住居 ③-2
3 PCT44-20 C1 2001 祠堂兼住居兼見学場所 ④-2
4 TP50-3 C1 2001 住居 ④-2
5 TP84/1 C1 2007 祠堂 ⑤-2
6 LL19/10 C2 2006 住居 ―
7 PCT44-12 C2 2002 祠堂兼住居 ③-2
8 PCT71-14 C2 2002 住居 ③-2
9 LL2-8 C3 2001 画廊兼住居 ③-2
10 LL56-6 C3 2008 住居 ③-2
11 LL56-8 C3 2008 住居 ③-2
12 NTM63-2 C3 2005 住居 ③-2
13 PCT51-5B C3 2003 住居 ③-2
14 PCT71-26 C3 2003 住居 ③-2
15 PCT53-12 C3 2005/2008/2009 住居 ③-2
16 PCT47-4 C3 2008 住居 ③-2
17 PCT53-6 C3 2009 住居 ③-2
18 TP132C C4 2005 住居 ③-2
19 BD12-3 C4 1997 住居 ④-2
20 BD10-2 C4 2001 住居 ③-2
21 BD12-19A C4 2008/2009 住居 ③-2
22 NTM10-5 C4 2010 住居 ③-2
23 PCT51-3 C4 2001 住居 ③-2
24 PCT71-22 C4 2001 住居 ③-2
25 PCT71-28 C4 2003 住居 ③-2
26 PCT71-36 C4 2005 住居 ③-2
27 TP11-4 C4 2005 住居 ③-2















































住者らの提灯作成の場所ともなっている。梁間 6 間、桁行 6 間の正方形となっている。中
央に祠堂を配置し、周囲を板壁で囲い正面に扉を配している。出入り口は北と南に 1 か所、






























































































































































































2) レ・ロイ 56-10 （56-10 Lê Lợi） 
 
 個人所有の等級 1 の家屋。2002 年に個人の予算で修理された。 



















































































































3) ファン・チャウ・チン 20/44（20/44 Phan Châu Trinh） 
 
 個人所有の等級 1 の家屋。2001 年に個人の予算で修理された。 
 ファン・チャウ・チン通り（đường Phan Châu Trinh）に面した家屋は南北いずれかに開口
部が設けられている。しかし、この家屋は路地から入るようになっており、敷地は東西方
向に長く、一方はファン・チャウ・チン通り（đường Phan Châu Trinh）に面した路地から入
ることができる。古都ホイアンに多く見られる町屋形式ではなく、同規模の平屋の家屋が 2
棟接続している。棟の前には庭を有しており、一部が喫茶店として使用されている。一棟
は門に対して正面を向いており（以下棟 1）、桁間 3 間、梁行き 5 間程度の平入である。も
う一棟は（以下棟 2）、ファン・チャウ・チン通り（đường Phan Châu Trinh）に対して正面を
向いており桁間 6 間、梁間 3.5 間の平入である。 


































































































































































































































































































































































































7) ファン・チャウ・チン 44-12 (44-12Phan Châu Trinh) 
 









































































































8) ファン・チャウ・チン 71-14 (71-14Phan Châu Trinh) 
 










































































































9) レ・ロイ ８/２ (８/２ Lê Lợi) 
340 
 
9) レ・ロイ 8/2 (8/2 Lê Lợi) 
 






















































10)レ・ロイ 56-6(56-6 Lê Lợi) 
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10)レ・ロイ 56-6(56-6 Lê Lợi) 
 


















































11)レ・ロイ 56-8(56-8 Lê Lợi) 
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11)レ・ロイ 56-8(56-8 Lê Lợi) 
 
 2008 年に個人の予算で整備された等級 3、個人所有の家屋である。住居として使用され
ている。平入で平屋の外観に伝統的な要素が見られるものの、内部は現代的な作りである。














































12)グエン・ティ・ミン・カイ 63/2 (63/2 Ngyễn Thị Minh Khai) 
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12)グエン・ティ・ミン・カイ 63/2 (63/2 Ngyễn Thị Minh Khai) 
 




















































13) ファン・チャウ・チン 51/5B（51/5B Phan Châu Trinh） 
 
 2003 年に個人の予算で整備された等級 3、個人所有の家屋。路地を入った場所にあるた
め、住居として使用されている。等級 3 に分類されているが、伝統的な要素はほぼ見られ










































































































14) ファン・チャウ・チン 71/26（71/26Phan Châu Trinh） 
 










































15)ファン・チャウ・チン 53-12 (53-12 Phan Châu Trinh) 
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15)ファン・チャウ・チン 53-12 (53-12 Phan Châu Trinh) 
 

















































16)ファン・チャウ・チン 47/4(47/4 Phan Châu Trinh) 
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16)ファン・チャウ・チン 47/4(47/4 Phan Châu Trinh) 
 
 2007 年に個人の予算で修理された等級 3、国所有の家屋である。住居として使用されて











































17) ファン・チャウ・チン 53-6(53-6 Phan Châu Trinh) 
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17) ファン・チャウ・チン 53-6(53-6 Phan Châu Trinh) 
 
 2009 年に個人の予算で整備された等級 3、個人所有の家屋である。住居として使用され


















































18)チャン・フー132/3 (132/3 Trần Phú) 
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18)チャン・フー132/3 (132/3 Trần Phú) 
 
































































































20)バク・ダン 10/2(10/2 Ba ̣ch Đằng) 
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20)バク・ダン 10/2(10/2 Ba ̣ch Đằng) 
 















































21) バク・ダン 12/19A (12/19A Ba ̣ch Đằng) 
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21) バク・ダン 12/19A (12/19A Bạch Đằng) 
 












































22)グエン・ティ・ミン・カイ 10/5 (10/5 Ngyễn Thị Minh Khai) 
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22)グエン・ティ・ミン・カイ 10/5 (10/5 Ngyễn Thị Minh Khai) 
 
















































23)ファン・チャウ・チン 51/3 (51/3 Phan Châu Trinh) 
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23)ファン・チャウ・チン 51/3 (51/3 Phan Châu Trinh) 
 

















































24)ファン・チャウ・チン 71-22 (71-22 Phan Châu Trinh) 
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24)ファン・チャウ・チン 71/22 (71/22 Phan Châu Trinh) 
 



















































25)ファン・チャウ・チン 71/28 (71/28 Phan Châu Trinh) 
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25)ファン・チャウ・チン 71/28 (71/28 Phan Châu Trinh) 
 






















































26)ファン・チャウ・チン 71/36 (71/36 Phan Châu Trinh) 
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26)ファン・チャウ・チン 71/36 (71/36 Phan Châu Trinh) 
 
















































27)チャン・フー11/4 (11/4 Trần Phú) 
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27)チャン・フー11/4 (11/4 Trần Phú) 
 














































28) チャン・フー12/8 (12/8 Trâ ̀n Phú) 
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28) チャン・フー12/8 (12/8 Trâ ̀n Phú) 
 































































































― ― モンフー門(Cổng Mông Phụ) モン・フー 国指定
2 2010 ― ― オン寺(Chùa Ón) モン・フー 指定なし
3 2010 2010 ―
ザン・ヴァン・ミン祠堂
(Nhà Thờ Thàm Hoa Giang Văn 
Minh)
モン・フー 国指定
4 ― 2004-2005 ―
モンフー集落集会所(Đinh Mông 
Phụ) モン・フー 国指定
5 ― 予定 ― シック・ハウ(Xích Hậu) モン・フー 指定なし
6 ― ― 済 ホ・ファン祠堂( Thờ Họ Phan) モン・フー 指定なし
7 ― ― ― 教会(Nhà Thờ) モン・フー 指定なし
8 ― ― ―
カムティン集落集会所(Dình Cam 
Thịnh) カム・ティン 市指定
9 ― ― 済 (2010) ミア神社(Đền Thờ Bà Chúa Mía) ドン・サン 指定なし





―  ミア寺(Chua Mia) ドン・サン 国指定
12 ― ― ―
ドアイザップ集落集会所(Đình Đ
oài Giáp) ドン・サン 国指定
13 ― ― ― フンフン廟(Đinh Phùng Hưn) カム・ラム 国指定
14 ― 予定 ― ゴクエン廟(Đền và Lăng Ngô Quyカム・ラム 国指定
15 ― 予定 ― ゴクエン稜(Đền và Lăng Ngô Quyカム・ラム 国指定
16 2008.10 ― ―
ハー・ヴァン・ヴィン邸（Nhà Cổ Ô
ng Hà Văn Vĩn） モン・フー 市指定
17 2008.10 ― ― カオ・ティ・バイ邸(Nhà  Cao Thi Bカム・ティン 指定なし
18 2008.12 ― ―
グェン・ヴァン・フン邸(Nhà Cổ Ô
ng Nguyễn Văn Hùng) モン・フー 市指定
19 2009.2 ― ― ファン・ヴァン・トゥ邸(Nha Phan Vaモン・フー 指定なし
20 2009.2 ― ― チュン・ティ・ヌ邸(Nha Truong Thi カム・ティン 市指定
21 2009.2 ― ― ヴ・ティ・アム邸(Nha Vu Thi Am) ドン・サン 市指定
22 ― ― ―
トゥオン・ニエム・ク・ファン・ケ・ト
アイ邸
(Nhà Cổ Ông Nguyễn Văn Hùng)
モン・フー 指定なし
23 ― 予定 ―
ザン・ヴァン・トゥアン邸(Nhà Cổ 
Ông Gian Văn Thuận) モン・フー 市指定
24 ― 予定 ― ハ・ヴァン・テ邸(Nha Ha Van The)モン・フー 市指定
25 ― ― 済
ハー・グェン・フェン邸(Nhà Cổ Ô
ng Hà Nguyên Huyến) モン・フー 市指定
26 ― 2012 ―
グェン・ゴック・レ邸(Nhà Cô Ông 
Nguyển Ngọc Lê) モン・フー 指定なし
27 ― 予定 ―
ドゥオン・ティ・ラン邸(Nhà Cổ Bà 
Dương Thị Lan) モン・フー 市指定
28 ― 予定 ―
カオ・ヴァン・トアン邸(Nhà Cổ Ô
ng Cao Văn Toàn) カム・ティン 市指定
29 ― 予定（2012） ―
キエウ・アイン・バン邸(Nhà Cổ Ô
ng Kiểu Anh Ban) ドン・サン 市指定
30 ― 予定 ―
グェン・フイ・チュオン邸(Nhà Cổ 















































1 Cổng Việt Phủ（ヴィエット・フー門） ―
2 Nhà Rối Nước（水上人形劇場） ―
3 Nhà Sàn（高床式の家） ホアビン省モン族の農家
4 Tháp Sơn Tinh（ソンティンの塔） ―
5 Nhà Thanh Tĩnh（安らぎの家） ナムディン省
6 Tháp Đả（塔） ―
7 Nhà Tranh vách đất（茅葺切妻土壁の家） バクザン省
8 Cồng Đất ―
9 Bân Thờ Mẫu（祭壇） ―
10 Thượng Phổ hiền Bồ Tát ―
11 Nhà Thủy Đình（水の展示場） タイビン省
12 Ban Thờ Tiên（祭壇（現在も使用できる）） ―
13 Vườn Đào（庭） ―
14 Ao Sen（池） ―
15 Nhà TườngVân（良い予言の家） フエ省
16 Nhà Hát Long Đinh（ロン・ディン劇場） ―
17 Miếu Ngụa（馬の祠） ―
18 Cổn chăm（チャム族の門） ―
19 Lầu Mạc Hương（東屋） ―
20 Nhà Đại Khoa（宮廷高級官僚の家） バクニン省
21 Cừa Hàng Luư niệm（土産物屋） ―
22 Trà Hương Quán ―















1．Cô ̉ng Mông Phụ(モンフー門) 
361 
 


















2．Chu ̀a Ón(オン寺) 
362 
 






























































































































3. Nhà Thờ Thàm Hoa Giang Văn Minh （ザン・ヴァン・ミン祠堂） 
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4. モンフー集落集会所(Đinh Mông Phu ̣) 
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6．ホ・ファン祠堂（Nhà Thờ Họ Phan） 
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7. 教会(Nhà Thờ) 
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8.  カムティン集落集会所 (Dình Cam Thịnh) 
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9. ミア神社 (Đê ̀n Thờ Bà Chúa Mía) 
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10. ドンサン集落集会所(Đình Đông Sàng) 
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11. ミア寺(Chu ̀a Mía)  
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12. ドアイザップ集落集会所 (Đình Đoài Gia ́p) 
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13. フンフン廟(Đinh Phùng Hưng) 
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14. ゴ・クエン廟(Đền và Lăng Ngô Quyền) 
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15. ゴ・クエン陵(Đền và Lăng Ngô Quyền) 
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16. ハー・ヴァン・ヴィン邸(Nhà Cô ̉ Ông Hà Văn Vi ̃n） 
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18．グエン・ヴァン・フン邸(Nhà Cô ̉ Ông Nguyễn Văn Hùng） 
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19．ファン・ヴァン・トゥ邸(Nha Phan Van Thu） 
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21．ヴー・ティ・アム邸(Nhà Vu Thi Am） 
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23. ザン・ヴァン・トゥアン邸(Nhà Cô ̉ Ông Gian Văn Thuận） 
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24. ハ ・ーヴァン・テ邸(Nhà Ha Van The`） 
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25. ハー・グエン・フエン邸(Nha ̀ Cô ̉ Ông Hà Nguyên Huyê ́n） 
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26．グエン・ゴック・レ邸(Nhà Cô Ông Nguyển Ngọc Lê) 
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27. ドゥオン・ティ・ラン邸(Nha ̀ Cô ̉ Ba ̀ Dương Thi ̣ Lan） 
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28. カオ・ヴァン・トアン邸(Nha ̀ Cô ̉ Ông Cao Văn Toa ̀n） 
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29. キエウ・アイン・バン邸(Nha ̀ Cô ̉ Ông Kiê ̉u Anh Ban） 
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30. グエン・フイ・トゥオン邸(Nha ̀ Cô ̉ Ông Nguyê ̃n Huy Trưởng） 
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平成 25 年 7 月 29 日 
                                   飛田 ちづる 
